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　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震。
事態の全貌はいまだ明らかになっておりません
が、想像を絶する被災地の光景を知ることがで
きます。多くの方が被災され、そして多数の犠
牲者が。
　今、私たちにできることとは

東北地方太平洋沖地震発生
今、私たちにできることとは



被災地支援に温かいご支援を　「東北関東大震災義援金」被災地支援に温かいご支援を　「東北関東大震災義援金」

2市報 ぶんごおおの 2011.4

　本市では日本赤十字社を通じて被災者の皆さまにお送りする義援金を受け付けています。
　市民の皆さまの温かいご協力をお願いいたします。

【義援金名】　「東北関東大震災義援金」　【受付期間】　９月30日（金）まで
【受付場所】　本庁地域福祉課　支所総務市民課
【その他募金箱設置場所】　本庁市民生活課、総務課、豊後大野市民病院

○下記の郵便局口座に直接送金もできます
　● 郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。  ● 本義援金については、半券をもって受領証を兼用します。
　１．名　　義　　日本赤十字社　東北関東大震災義援金　　２．口座番号　　00140－8－507

問い合わせ先 豊後大野市福祉事務所　地域福祉課　☎0974-22-1001（内線2112）または各支所総務市民課

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は

　
３
月
11
日
に
起
き
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
よ
る
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
り
、
多

く
の
方
々
の
命
が
失
わ
れ
、
今
な
お
行
方
不
明

者
は
万
の
数
を
超
え
、
ま
た
、
避
難
し
た
方
々

は
45
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
に々
市
民
を
代
表
し
て
、
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

救
助
を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
々
の 

一 

日
も
早
い

救
出
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
義
援
金
お
よ
び
救
援
物
資
の
取
り

組
み
に
対
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
支
援
の
要
請
お
よ
び
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
に
、
当
市
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
援

助
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。平

成
23
年
３
月
22
日 

　
　
　
　

豊
後
大
野
市
長
　
橋
本
　
祐
輔

▲多くの市民の皆さまの善意の救援物資を頂きました

▲

募
金
活
動
を
す
る
豊
後
大
野
市

　赤
十
字
奉
仕
団
三
重
分
団
の
皆
さ
ん

　
３
月
16
日
付
で
被
災
地
の
復
興
支
援
お
よ
び

被
災
者
に
対
す
る
支
援
の
た
め
、
本
市
に
お
け

る
義
援
金
、
救
援
物
資
、
そ
の
他
の
支
援
等

に
関
す
る
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
た
め
、
市
長

を
本
部
長
と
す
る
豊
後
大
野
市
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

豊
後
大
野
市
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
対
策
本
部
を
設
置

　
３
月
１
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
平
成
23
年
第

１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
橋
本
祐
輔

市
長
は
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
３
０
０

万
円
を
支
出
す
る
た
め
の
補
正
予
算
案
を
18

日
の
議
会
最
終
日
に
提
出
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災

者
の
皆
さ
ま
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
３
０
０
万
円

（一世
帯
当
た
り
２
０
０
円
）を
補
正
予
算
化

　
本
市
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に
緊
急
消
防
援

助
隊
の
出
動
態
勢
を
つ
く
る
よ
う
市
消
防
本
部

へ
指
示
。
要
請
が
あった
際
に
直
ち
に
派
遣
が
で

き
る
よ
う
な
態
勢
を
整
え
待
機
し
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
に
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
佐
藤
武

文
市
消
防
本
部
警
防
課
長
を
は
じ
め
と
す
る

隊
員
７
名
が
、
被
災
地
に
向
け
出
発
（
大
分

県
隊
17
隊
72
名
）。
岩
手
県
釜
石
市
を
中
心

に
、
捜
索
等
の
援
助
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
発

※

地
震
名
につい
て
は
、
気
象
庁
発
表
の
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

▲３月22日早朝、任務を終え帰還した緊急消防援助隊

　
住
宅
支
援
を
は
じ
め
今
後
の
支
援
活
動
等

につい
て
対
策
本
部
で
協
議
し
、
十
分
な
対
応

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



豊後大野市の人口は、３９，４５９人です。
～ 平成22年国勢調査人口速報集計結果 ～

　平成22年10月１日を基準日として、５年に１度の国勢調査が全国一斉に実施されました。調査へのご
協力、まことにありがとうございました。
　このたび、人口・世帯数の速報集計結果が公表され、豊後大野市の人口は39,459人で、前回の国勢調査（平
成17年）と比べて2,089人の減少、世帯数は14,806世帯で、同じく264世帯の減少となっています。
　なお、確報値は平成23年10月公表予定であり、今回の速報値とは異なる場合があります。
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■ 人口の推移（平成２年〜平成22年） （単位：人）
全国 大分県 豊後大野市

前回との比較 前回との比較 前回との比較 増減率
平成  2年 123,611,167 2,562,244 1,236,942 − 13,272 47,034 − 2,977 − 6.0％
平成  7年 125,570,246 1,959,079 1,231,306 − 5,636 45,191 − 1,843 − 3.9％
平成12年 126,925,843 1,355,597 1,221,140 − 10,166 43,371 − 1,820 − 4.0％
平成17年 127,767,994 842,151 1,209,571 − 11,569 41,548 − 1,823 − 4.2％
平成22年 128,056,026 288,032 1,196,409 − 13,162 39,459 − 2,089 − 5.0％

■ 大分県内人口ランキング
順位 市町村 人　口 九州順位 全国順位 順位 市町村 人　口 九州順位 全国順位
１ 大分市 473,955 5 40 10 杵築市 32,087 106 772
２ 別府市 125,407 22 228 11 国東市 32,007 107 774
３ 中津市 84,324 34 338 12 日出町 28,217 123 839
4 佐伯市 76,959 35 377 13 竹田市 24,361 135 895
5 日田市 70,922 38 400 14 豊後高田市 23,918 137 902
6 宇佐市 59,015 47 480 15 津久見市 19,919 149 974
7 臼杵市 41,480 81 644 16 玖珠町 17,057 162 1,052
8 豊後大野市 39,459 85 668 17 九重町 10,425 198 1,250
9 由布市 34,708 99 728 18 姫島村 2,189 255 1,672

問い合わせ先 企画調整課　企画係　☎ 0974-22-1001（内線2062）

問い合わせ先 総務課　総務係　☎ 0974-22-1001（内線2021）

平成23年度　行政組織変更のお知らせ
平成23年4月1日から、行政組織の一部が変更になりますのでお知らせをします。

■主な変更内容につきましては次のとおりです。
課　名

変　更　事　項
変更前 変更後

総務課 （変更なし） ・出向、派遣職員については、総務課付に統一します。
・県央空港との連絡調整に関する事務を所管します。

財政課 （変更なし） ・課内に『契約検査室』を設置し、契約検査に関する事務を所管します。
・行政改革、評価に関する事務を所管します。

契約検査室 （廃　　止） ・契約検査に関する事務を財政課へ移管します。

行政管理室 （廃　　止） ・行政改革、評価に関する事務を財政課へ移管します。

文化振興室 文化振興課 ・文化振興室のすべての事務を所管します。
・『神楽会館の管理・運営』に関する事務を所管します。

企画調整課 （変更なし） ・『神楽会館の管理・運営』に関する事務を文化振興課へ移管します。
・県央空港との連絡調整に関する事務を総務課へ移管します。

●課内に配置していますグループの名称を、「班」から「係」に変更します。※（例）総務課　総務班　⇒　総務課　総務係



３
月
１
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
23
年
第
１
回
豊
後
大
野
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
橋
本
祐
輔
市
長
が
、
平
成
23

年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
や
、
主
要
事
業
の
概
要
な
ど
、
施
政
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

を
い
た
し
ま
す
。
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さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
景
気
の

ゆ
る
や
か
な
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
構
成
の
変
化

に
よ
る
社
会
保
障
費
等
の
国
民
負
担
の
増

加
、
公
共
事
業
等
を
国
債
に
頼
り
き
っ
て
い

た
た
め
の
国
・
地
方
の
財
政
悪
化
、
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
を

中
心
と
す
る
貿
易
自
由
化
に
伴
う
国
内
農
業

の
不
安
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
み
さ

れ
、
依
然
と
し
て
先
の
見
え
な
い
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
市
町
村

合
併
を
行
っ
た
多
く
の
自
治
体
は
、
普
通
交

付
税
が
合
併
10
年
後
か
ら
段
階
落
ち
と
な

り
、
15
年
後
に
は
一
本
算
定
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
幅
な
減
額
に
対
応
す
る
た
め
の
行

財
政
改
革
を
進
め
て
お
り
、
大
変
苦
し
い
行

財
政
運
営
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
人
件
費
等
の
経
常
経
費
の
削
減
を
行
い
、

　
市
長
就
任
後
、
平
成
23
年
度
は
任
期
の
折

り
返
し
の
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
市

民
の
暮
ら
し
や
財
産
を
守
る
と
い
う
大
き
な

責
務
を
果
た
す
た
め
、
日
々
全
力
で
市
政
の

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私

の
政
治
信
条
で
あ
る
「
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

民
主
主
義
」
を
基
本
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺

い
、
不
況
下
で
の
生
活
へ
の
不
安
や
市
政
に

対
す
る
多
く
の
ご
要
望
等
を
聞
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
本
市
の
平
成
22
年
度
の
状
況
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
３
大
事
業
で
あ
る
「
新
庁
舎
建
設

事
業
」「
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
」「
市

民
病
院
開
設
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
着
実
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
子
宮
頸
が
ん
等

ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
」
や
「
地
域

担
当
職
員
制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
直
結
し
た
新
規
事
業
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
も
の
の
、
厳
し

い
経
済
情
勢
に
よ
る
税
収
等
の
伸
び
悩
み
や

扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
の
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
大
等
、

将
来
の
財
政
見
通
し
は
、
決
し
て
楽
観
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
平
成
23

年
度
は
、
よ
り
市
民
に
密
接
な
施
設
の
整
理

統
合
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
行
財
政

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
相
互
理
解
の
も
と
、「
未
来
に
希
望

が
持
て
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
後
大
野
市
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
早
急
な
課
題
と
し
て
次
の
重
点
項
目
を
掲

げ
ま
す
。

　行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進

　「
第
２
期
豊
後
大
野
市
行
政
改
革
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」（
以
下「
第
２
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

と
い
う
。）
の
期
間
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
年
度
の
平
成
26
年
度
は
、
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
に
よ
る
10
割
保
障
が
満
了
す
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
将
来
の
基
盤
を
築
く

極
め
て
重
要
な
期
間
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
計
画
と
捉
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
32
年
度
に
は
約
40
億
円
も
の

普
通
交
付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
行
政
経
費
の
削
減
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
完
了
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
人
件
費
、
公
債
費
お
よ
び

物
件
費
・
補
助
費
等
を
柱
と
し
た
経
常
経
費

の
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
の
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
職
員
総
数
の
削
減
・
給
与
費
等
の
見

直
し
を
主
な
柱
と
し
た
総
人
件
費
の
削
減
、

「
第
２
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
計
画
５
年

間
の
１
２
５
億
円
以
内
の
起
債
シ
ー
リ
ン
グ

の
徹
底
・
有
利
債
の
活
用
に
よ
る
公
債
費
の

抑
制
、
事
業
の
民
営
化
や
外
部
委
託
・
公
共

施
設
の
見
直
し
・
補
助
金
等
の
見
直
し
に
よ

る
事
務
事
業
の
見
直
し
、
そ
し
て
、
市
税
等

の
収
入
財
源
の
確
保
等
を
着
実
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　特
別
会
計
の
財
政
健
全
化

　
平
成
22
年
12
月
現
在
で
高
齢
化
率
36
・

32
％
の
本
市
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険
等
の
医

療
や
福
祉
関
係
の
給
付
費
等
の
伸
び
が
大
き

く
、
こ
れ
ま
で
特
別
会
計
の
財
源
不
足
部
分

に
つ
い
て
は
、
主
に
基
金
の
繰
入
れ
を
行
っ

て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
下
水

道
特
別
会
計
等
に
お
い
て
も
、
同
様
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
各
会
計
の
基
金
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
そ
の
蓄
え
も
少
額
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
各
会
計
と
も
運
営
上
非
常
に
厳
し
い
事
態
に

陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
は
、
特
に
市
単
独

で
は
運
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
介
護
保
険

制
度
の
広
域
化
等
の
働
き
か
け
を
国
・
県
に

行
う
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
や
公
共

下
水
道
使
用
料
等
の
見
直
し
、
医
療
費
等
の

給
付
を
抑
え
る
た
め
の
保
健
指
導
や
介
護
予

防
に
努
め
、
特
別
会
計
の
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　行
政
組
織
・
機
構
の
再
編

　
こ
れ
ま
で
本
市
の
行
政
組
織
・
機
構
に
つ

い
て
は
、
公
立
お
が
た
総
合
病
院
の
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
、
消
防
業
務
の
一
部

事
務
組
合
廃
止
に
伴
う
１
市
１
消
防
本
部
へ

の
移
行
等
の
大
規
模
な
改
編
は
あ
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
当
面
す
る
課

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

題
へ
の
対
応
と
し
て
小
規
模
な
改
編
に
と
ど

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
協
議
に
よ
り
、

新
庁
舎
完
成
ま
で
の
間
に
限
定
し
て
「
暫
定

的
な
本
庁
方
式
（
実
質
的
な
総
合
支
所
方

式
）」
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
庁
舎
も
実
施
設
計
の

段
階
に
入
り
平
成
24
年
内
の
完
成
を
目
指
し

進
捗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
利
用

し
や
す
い
組
織
再
編
を
目
指
す
た
め
、
平
成

22
年
12
月
に
「
豊
後
大
野
市
行
政
組
織
・
機

構
再
編
計
画
（
案
）」
を
策
定
し
、
具
体
的
な

再
編
に
つ
い
て
各
部
局
で
の
検
証
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、
部
制
か
ら
課

制
へ
移
行
す
る
過
渡
期
と
な
る
た
め
、
退
職

に
伴
う
新
た
な
管
理
職
の
任
命
は
最
小
限
に

と
ど
め
な
が
ら
、
現
在
の
課
・
室
を
基
本
に
、

行
政
管
理
室
の
財
政
課
へ
の
移
管
等
、
緩
や

か
な
再
編
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
し
て
平
成
24
年
度
に
は
、
部
制
か
ら
課

制
へ
の
移
行
お
よ
び
新
庁
舎
の
完
成
に
合
わ

せ
て
、
本
庁
と
支
所
の
業
務
分
類
や
機
能
分

担
の
見
直
し
等
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度

の
早
い
時
期
に
「
豊
後
大
野
市
行
政
組
織
・

機
構
再
編
計
画（
案
）」を
議
会
に
説
明
の
上
、

条
例
改
正
の
手
続
き
等
を
進
め
、
新
組
織
体

制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

平成23年度

施 

政 

方 

針
豊
か
な
自
然
と
文
化
を

　未
来
に
つ
な
ぐ
や
す
ら
ぎ
交
流
都
市

▲

市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
３
月
号
配
布
に
併
せ
て
、
本
市
の
行
財
政
改
革
に
関
す
る
冊
子
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
32
年
度
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
目
標
を
、
現
状
の
財
政
状
況
を
説
明
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。



３
月
１
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
23
年
第
１
回
豊
後
大
野
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
橋
本
祐
輔
市
長
が
、
平
成
23

年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
や
、
主
要
事
業
の
概
要
な
ど
、
施
政
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

を
い
た
し
ま
す
。
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さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
景
気
の

ゆ
る
や
か
な
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
構
成
の
変
化

に
よ
る
社
会
保
障
費
等
の
国
民
負
担
の
増

加
、
公
共
事
業
等
を
国
債
に
頼
り
き
っ
て
い

た
た
め
の
国
・
地
方
の
財
政
悪
化
、
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
を

中
心
と
す
る
貿
易
自
由
化
に
伴
う
国
内
農
業

の
不
安
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
み
さ

れ
、
依
然
と
し
て
先
の
見
え
な
い
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
市
町
村

合
併
を
行
っ
た
多
く
の
自
治
体
は
、
普
通
交

付
税
が
合
併
10
年
後
か
ら
段
階
落
ち
と
な

り
、
15
年
後
に
は
一
本
算
定
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
幅
な
減
額
に
対
応
す
る
た
め
の
行

財
政
改
革
を
進
め
て
お
り
、
大
変
苦
し
い
行

財
政
運
営
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
人
件
費
等
の
経
常
経
費
の
削
減
を
行
い
、

　
市
長
就
任
後
、
平
成
23
年
度
は
任
期
の
折

り
返
し
の
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
市

民
の
暮
ら
し
や
財
産
を
守
る
と
い
う
大
き
な

責
務
を
果
た
す
た
め
、
日
々
全
力
で
市
政
の

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私

の
政
治
信
条
で
あ
る
「
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

民
主
主
義
」
を
基
本
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺

い
、
不
況
下
で
の
生
活
へ
の
不
安
や
市
政
に

対
す
る
多
く
の
ご
要
望
等
を
聞
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
本
市
の
平
成
22
年
度
の
状
況
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
３
大
事
業
で
あ
る
「
新
庁
舎
建
設

事
業
」「
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
」「
市

民
病
院
開
設
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
着
実
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
子
宮
頸
が
ん
等

ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
」
や
「
地
域

担
当
職
員
制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
直
結
し
た
新
規
事
業
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
も
の
の
、
厳
し

い
経
済
情
勢
に
よ
る
税
収
等
の
伸
び
悩
み
や

扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
の
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
大
等
、

将
来
の
財
政
見
通
し
は
、
決
し
て
楽
観
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
平
成
23

年
度
は
、
よ
り
市
民
に
密
接
な
施
設
の
整
理

統
合
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
行
財
政

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
相
互
理
解
の
も
と
、「
未
来
に
希
望

が
持
て
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
後
大
野
市
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
早
急
な
課
題
と
し
て
次
の
重
点
項
目
を
掲

げ
ま
す
。

　行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進

　「
第
２
期
豊
後
大
野
市
行
政
改
革
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」（
以
下「
第
２
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

と
い
う
。）
の
期
間
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
年
度
の
平
成
26
年
度
は
、
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
に
よ
る
10
割
保
障
が
満
了
す
る
こ

と
か
ら
、
本
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に
お
け
る
将
来
の
基
盤
を
築
く
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重
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り
、
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ち
づ
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の
鍵
を
握
っ
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い
る
計
画
と
捉
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
32
年
度
に
は
約
40
億
円
も
の

普
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交
付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ
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こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
行
政
経
費
の
削
減
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
完
了
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
人
件
費
、
公
債
費
お
よ
び

物
件
費
・
補
助
費
等
を
柱
と
し
た
経
常
経
費
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削
減
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努
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て
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し
た
が
、
さ
ら
な
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行
財
政
改
革
の
削
減
目
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を
達
成
す
る
た
め
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は
、
職
員
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の
削
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給
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見

直
し
を
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し
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総
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件
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削
減
、
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第
２
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集
中
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ラ
ン
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計
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５
年
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１
２
５
億
円
以
内
の
起
債
シ
ー
リ
ン
グ

の
徹
底
・
有
利
債
の
活
用
に
よ
る
公
債
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営
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委
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共

施
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し
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補
助
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よ
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務
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し
、
そ
し
て
、
市
税
等

の
収
入
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源
の
確
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を
着
実
に
進
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い
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。
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現
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で
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齢
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の
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に
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健
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後
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齢
者
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介
護
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が
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に
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の
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入
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を
行
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て
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き
ま
し
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。
ま
た
、
公
共
下
水

道
特
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会
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等
に
お
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て
も
、
同
様
に
対
応
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て
き
ま
し
た
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し
か
し
、
各
会
計
の
基
金
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
そ
の
蓄
え
も
少
額
と
な
り
、
こ
の
ま
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で

は
各
会
計
と
も
運
営
上
非
常
に
厳
し
い
事
態
に

陥
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
は
、
特
に
市
単
独

で
は
運
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
介
護
保
険

制
度
の
広
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等
の
働
き
か
け
を
国
・
県
に

行
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と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
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や
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共

下
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療
費
等
の

給
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た
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や
介
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予
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努
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、
特
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会
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の
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健
全
化
の
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を
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す
。

　行
政
組
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・
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の
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こ
れ
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で
本
市
の
行
政
組
織
・
機
構
に
つ

い
て
は
、
公
立
お
が
た
総
合
病
院
の
地
方
公
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企
業
法
の
全
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適
用
、
消
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業
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の
一
部

事
務
組
合
廃
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に
伴
う
１
市
１
消
防
本
部
へ

の
移
行
等
の
大
規
模
な
改
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た
も
の

の
、
そ
れ
以
外
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い
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当
面
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る
課

市
政
運
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改
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に
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ど
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。
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舎
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を
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、
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舎
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の
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に
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平
成
24
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内
の
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を
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指
し

進
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こ
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ら
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・
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画
（
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を
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、
具
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な

再
編
に
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て
各
部
局
で
の
検
証
作
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を
進

め
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き
ま
し
た
。
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成
23
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度
に
つ
い
て
は
、
部
制
か
ら
課

制
へ
移
行
す
る
過
渡
期
と
な
る
た
め
、
退
職

に
伴
う
新
た
な
管
理
職
の
任
命
は
最
小
限
に

と
ど
め
な
が
ら
、
現
在
の
課
・
室
を
基
本
に
、

行
政
管
理
室
の
財
政
課
へ
の
移
管
等
、
緩
や

か
な
再
編
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
し
て
平
成
24
年
度
に
は
、
部
制
か
ら
課

制
へ
の
移
行
お
よ
び
新
庁
舎
の
完
成
に
合
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せ
て
、
本
庁
と
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の
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務
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や
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分

担
の
見
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等
を
図
る
た
め
、
平
成
23
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度

の
早
い
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期
に
「
豊
後
大
野
市
行
政
組
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・

機
構
再
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計
画（
案
）」を
議
会
に
説
明
の
上
、

条
例
改
正
の
手
続
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等
を
進
め
、
新
組
織
体
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構
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を
図
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ま
す
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ら
ぎ
交
流
都
市

▲

市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
３
月
号
配
布
に
併
せ
て
、
本
市
の
行
財
政
改
革
に
関
す
る
冊
子
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
32
年
度
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
目
標
を
、
現
状
の
財
政
状
況
を
説
明
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
公
共
交
通

　
過
疎
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
山
間
地
域
に
あ
る
行
政

区
を
中
心
に
欠
落
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、

冠
婚
葬
祭
、
生
活
道
路
の
維
持
管
理
、
災
害

時
の
対
応
等
が
十
分
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
平
成
22
年
度
は
、
市
職
員

が
地
域
に
密
着
し
、
声
か
け
や
地
域
活
動
等

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け

て
の
橋
渡
し
を
す
る
「
地
域
担
当
職
員
制
度
」

を
導
入
し
、
地
域
の
問
題
解
決
の
一
助
体
制

が
で
き
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、

地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検

討
を
行
い
、
本
制
度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

に
よ
り
、
市
民
の
利
用
し
や
す
い
交
通
体
系

　農
業
の
活
性
化
と
鳥
獣
害
対
策

　
本
市
の
肥
沃
で
広
大
な
農
地
は
、
米
、
麦
、

大
豆
、
野
菜
、
葉
タ
バ
コ
、
肉
用
牛
、
椎
茸
、

花
き
な
ど
各
地
域
で
特
色
あ
る
農
林
業
の
展

開
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
の

育
成
を
図
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

高
品
質
作
物
の
安
定
生
産
と
、
収
益
性
の
高

い
魅
力
あ
る
農
林
業
へ
の
転
換
が
必
要
な
た

め
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
「
ブ
ラ
ン
ド

を
育
む
園
芸
産
地
事
業
」「
農
地
利
活
用
推
進

事
業
」
等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
担
い
手
の
減
少
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
就
農
者
技
術

取
得
管
理
施
設
等
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ー
ム
）
の
建
設
に
取
り
組
み
、
ピ
ー
マ

ン
の
栽
培
・
管
理
等
の
実
践
研
修
、
簿
記
研

修
等
を
行
い
、
農
業
起
業
者
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

の
確
保
を
図
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
等
交
通

弱
者
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
一
部
の
町
で
行
っ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
市
内
全
域
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
実
証

運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
単
位
の
多

く
は
行
政
区
が
基
本
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
行
政
区
再
編
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　高
速
情
報
通
信
網
に
よ
る

　市
民
へ
の
情
報
伝
達

　
平
成
23
年
度
は
、
高
速
情
報
通
信
網
の
供
用

が
開
始
さ
れ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ

り
結
ば
れ
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
市
民

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
や
自
主
デ
ー
タ
放
送
に
よ
る

行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
の
伝
達
が
視
聴

　
ま
た
、
本
市
の
み
な
ら
ず
農
林
業
に
お
い
て

深
刻
な
問
題
は
、
猪
・
鹿
等
に
よ
る
森
林
や
農

作
物
等
の
鳥
獣
害
で
す
。
森
林
や
里
山
を
抱
え

る
多
く
の
自
治
体
で
は
、
ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化

や
猟
銃
所
持
の
規
制
強
化
等
に
よ
り
、
年
々
増

え
続
け
る
猪
・
鹿
等
の
駆
除
対
策
が
困
難
と
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市

に
お
い
て
は
電
気
柵
や
防
護
柵
・
防
護
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
県
補
助
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
市

単
独
補
助
を
追
加
で
行
う
と
と
も
に
、
鹿
の
狩

猟
期
間
中
の
駆
除
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
も

拡
大
を
図
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
鳥
獣
害
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
環
境
問
題
、
長
期

化
す
る
不
況
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
新
た
な
活

用
等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　自
治
基
本
条
例
の
制
定

　「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」
を
原
則
と
し
た

地
方
分
権
社
会
が
本
格
化
す
る
中
で
、
本
市
で

は
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
目
指

し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
本
市
の
「
自
治
」
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
る
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　「
自
治
基
本
条
例
」
の
策
定
に
当
た
っ
て
、

平
成
19
年
５
月
に
「
自
治
基
本
条
例
市
民
会

議
」
を
設
置
し
、
市
民
か
ら
公
募
し
た
委
員
の

方
々
に
「
自
治
基
本
条
例
」
に
関
す
る
提
言
を

頂
く
た
め
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
市
民
会
議
で
は
、
平
成
20
年
２
月
に
第
１
回

の
会
議
を
開
催
し
て
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で

の
間
、
財
政
状
況
や
行
政
改
革
、
情
報
公
開
等

に
関
す
る
学
習
や
グ
ル
ー
プ
討
議
、
全
体
討
議

を
47
回
に
わ
た
り
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
23
年
２
月
に
市
民
会
議
か

ら
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
、
参
画
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
条
例
原
案
の
基
と
な
る

提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
こ

の
提
言
を
基
に
、「
豊
後
大
野
市
自
治
基
本
条

例
策
定
審
議
会
」
の
審
議
を
経
て
、
平
成
23
年

度
末
の
条
例
制
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

▲昨年2月に開催された市農業振興大会



高速情報通信網整備事業（ケーブルテレビ事業）第16回

OCTサービスに関する問い合わせ先 大分ケーブルテレコム㈱　　☎097-542-1121

ケーブルテレビの申し込み・問い合わせ先 情報推進課　情報推進係　　☎0974-22-6030
市ケーブルテレビセンター　☎0974-34-3334

テレビの宅内工事に関する問い合わせ先 市ケーブルテレビ工事組合　☎0974-22-0121

ケーブルテレビに加入する皆さまへ

　市はケーブルテレビ使用料1,000円の徴収を大分ケーブルテレコム㈱に委託しますので、口座振替依頼書は大分ケー
ブルテレコム㈱のものを使用してください。
　大分ケーブルテレコム㈱の口座振替依頼書をご希望の方は情報推進課までお問い合わせください。
　なお、各金融機関等に置いてある市税等の口座振替依頼書は利用できませんので、ご注意ください。

＜口座振替依頼書について＞

ＯＣＴサービスについて

　豊後大野市ケーブルテレビでは大分ケーブルテレコム㈱（以下、OCT）に
委託し、多チャンネル放送サービス、インターネットサービス等を提供します。
　ケーブルテレビ申し込み時に各サービスを希望した方については、多
チャンネル放送サービスはテレビの宅内工事が完了した後、OCTから案内
が送られてきます。
　インターネットサービスは、テレビの宅内工事が完了し市内無料電話用
のTAを設置した後、OCTから案内が送られてきます。その後、手続きが
完了したご家庭からご利用いただけます。
　申し込み時に希望していない方は大分ケーブルテレコム㈱にお問い合わ
せください。

＜多チャンネル放送サービス、インターネットサービスについて＞

多チャンネルサービス内容

　加入の申し込みは随時受け付けています。ご希望の方は情報推進課までお問い合わせください。
※１法人等はすべて加入者負担となります。
一般世帯はテレビの宅内工事のみ加入者
負担となります。

※２ホテル・旅館・病院・社会福祉施設等の場
合は10台以下は1,000円ですが、10台を増
すごとに1,000円を加算した額となります。

＜これから加入する方へ＞

区　分
加入金
引込工事費
宅内工事費
使用料（月額）

一般世帯
40,000円

加入者負担（※1）

法人等

無　料 加入者負担

1,000円 1,000円（※2）

　以下の方は減免対象となります。対象者は減免申請が必要ですので提出をお願いします。
＜減免申請について＞

減免対象者 減免額
宅内工事の費用、加入金および基本使用料を免除 
加入金を免除および
基本使用料の３分の１を減額
※使用料は月額660円になります。 
基本使用料の３分の１を減額
※使用料は月額660円になります。

プラン
プレミアムプラン
ベーシックプラン
豊後大野市プラン

月額利用料（税込）
3,885円
3,360円
1,890円

インターネットサービス内容
プラン

ハイパー100プラン
ハイパー30プラン
スーパープラン

ブロードバンドプラン

通信速度
100Mbps
30Mbps
10Mbps
2Mbps

月額利用料（税込）
5,250円
4,410円
3,780円
2,835円

生活保護世帯
身体障がい者（１・２級）を構成員に有する市民税非課税世帯 
知的障がい者（A判定）を構成員に有する市民税非課税世帯 
精神障がい者（１級）を構成員に有する市民税非課税世帯

満80歳以上の一人暮らし世帯で、かつ、市民税が非課税である者 
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助成金や補助金を上手に活用しましょう！助成金や補助金を上手に活用しましょう！
現在ご利用いただける助成金・補助金についてご紹介します。

問い合わせ先 企画調整課　地域振興係（本庁舎２階）☎0974-22-1001内線（2052）および　各支所総務市民課

問い合わせ先 上下水道課　☎0974-22-1001（内線2362）

問い合わせ先 上下水道課　☎0974-22-1001（内線2362）

平成24年度まで実施！1

合併処理浄化槽の設置に助成します2

　住環境の向上と定住人口の増加を目的として、個人が施工業者等に依頼し、住宅の整備（住宅の新築、購入または増改築）をした場合、市が補助を行います。

　合併処理浄化槽は、家庭などから出される生活排水を処理し、川や海などの公共用水域をきれいにするとと
もに、ハエなどの害虫の発生を防ぎ、公衆衛生を向上させる施設です。
　市では、この合併処理浄化槽を各ご家庭に設置していただくために、次のとおり補助制度を設けています。

生活排水処理施設への接続に助成します3
　住宅から生活排水処理施設（合併処理浄化槽・農業集落排水施設・公共下水道）へ新たに接続する場合に、
その要する経費に対して助成します。

　この補助制度は、平成24年度まで実施する予定です。
　合併処理浄化槽を設置する場合は、この補助金と合併処理浄化槽の補助金を組み合わせて受けることができます。
　農業集落排水施設や公共下水道の区域内で、まだ施設に接続されていないご家庭は、この機会に接続をご検討ください。

予算には限りがありますので、お早めにお申し込みください。

※「住宅の改築」とは、くみ取り便槽や単独処理
浄化槽から合併処理浄化槽に転換し、既存の
住宅の全部または一部が残される場合です。

●補助金額

●対象地域　公共下水道・農業集落排水施設の処理区域外の地域
●補助対象

●対象経費

一般の住宅（小規模店舗等を併設した住宅は、居住部分が2分の1以上必要です）。
貸付や販売を目的とした住宅は、補助の対象となりません。
合併処理浄化槽を設置する経費　　この制度では、配管工事や住宅改修は補助の対象となりません。
（この制度のほかに配管工事や住宅改修に対して助成する制度があります）。

●補助金額 10万円まで ●補助対象 一般の住宅（小規模店舗等を併設した住宅は、居住部分が2分の1以上必要です）。
貸付や販売を目的とした住宅は、補助の対象となりません。

●対象経費 生活排水処理施設に接続するための配管工事、便器の新設・改修等に要する経費

2）対象者

⇒市内全域

以下の条件を満たす、市の住民基本台帳または外国人登録原票に記録され、または登録された住民

1）対象地域

⇒施工業者（住宅販売業者等）と契約をしてから1年以内でかつ事業が完成し、引渡しを受ける前まで4）申請期限

※国、県または市から他の補助等を受けている場合は、事業金額からその対象経費を除きます。
◆新築・住宅購入－事業金額の１％（20万円が限度）　◆増改築工事－200万円以上の工事で一律５万円補助3）補助金額

☝市のホームページにも掲載しています。
トップページ→市民便利帳（くらしの行事別“住む”）→住宅建築補助制度

豊後大野市役所検索

補助は１回限りです。
これから豊後大野市へ転入される方も対象です！

住宅の新築や増改築に補助金があります

1）自分が所有する（または所有する予定の）住宅であること。
2）本人および世帯全員に市税等の滞納がないこと。
3）公共事業のために立ち退きにあうなどして住宅を移転するものでないこと。
4）家が建ち、補助金を受けた次の年から10年以上引き続き住み続けること。

まずは
ご相談ください。
申請はお忘れなく！

区　　分
住宅の新築
住宅の改築

５人槽
166,000 円
432,000 円

６～７人槽
207,000 円
514,000 円

８～１０人槽
274,000 円
648,000 円



4月10日日 投票日
県知事・県議会議員選挙

選 挙 管 理 委 員 会 か ら お 知 ら せ

おおいたの　明日を築く　その一票おおいたの　明日を築く　その一票

※本庁舎１階市民ホール以外の投票所は４月２日（土）から開設します。

入場券を紛失した場合でも投票できますので、投票所にて、受付にお知らせください。

投票日に仕事など用事がある方は、期日前投票をご利用ください。

問い合わせ先 選挙管理委員会　☎0974-22-1001（内線2187・2188）

期日前投票期間 県知事選挙　４月９日（土）まで
県議会議員　４月２日（土）から４月９日（土）まで

期日前投票場所

〈明るい選挙啓発キャラクター〉しいたけこからのお願い

本庁舎１階市民ホール ／ 清川支所１階委員会室 ／ 緒方支所１階市民ホール
朝地支所１階会議室 ／ 隣保館(解放会館)１階談話室 ／ 千歳支所１階事務室
犬飼支所１階相談室

投票時間は、７時から18時までです。
投票場所は、入場券に記載している投票所です。

県知事選挙の投票では、当日投票は、記号式で備え付けのスタンパーで「〇」印を押印しま
す（期日前投票は、記名式で候補者氏名を記入）。県議会議員選挙は、期日前投票・当日投
票ともに記名式で候補者氏名を記入します。

　任期満了による農業委員会委員一般選挙が５月１日（日）に行われます。
　立候補予定者説明会を次のとおり開催しますので、立候補予定者は必ず出席してください。なお、会場の都
合により、１候補者３人以内でお願いします。
　　　　　　日　時　４月14日（木）14時～　　　場　所　 エイトピアおおの　２階　会議室

記名式投票では、投票用紙への記入は楷書で丁寧にお願いします。記載台に候補者の氏名を
掲示していますので、よく確認して記入してください。

無効になる例
○蔑称やひやかしと認められるもの
○候補者の誰を書いたか確認し難い投票 
○有名人や芸能人など候補者でない者の氏名を記載した投票 

べっしょう

か い

農業委員会委員一般選挙が行われます
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　「大切なこと」

問い合わせ先  人権推進同和対策課 ☎ 0974-22-1001( 内線 2315）

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
意
識
を
育
て
る

上
で
の
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て

い
る
も
の
に
、「
自
分
を
か
け

が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
認

め
、
欠
点
を
含
め
て
自
分
自
身

を
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
」
が

あ
り
ま
す
。

　
自
分
ら
し
さ
に
自
信
を
持

ち
、
自
分
を
価
値
あ
る
も
の
と

思
う
と
同
時
に
、
他
者
の
不
完

全
さ
や
失
敗
を
受
け
止
め
、
自

分
と
同
様
に
他
者
の
価
値
を
認

め
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
条
件

ぬ
き
に
ほ
め
る
、傾
聴
す
る
（
真

剣
に
、
親
身
に
な
っ
て
聴
く
）、

感
謝
す
る
、
認
め
る
、
あ
る
が

ま
ま
を
受
け
入
れ
る
と
い
っ
た

態
度
や
行
動
が
大
切
で
す
。

　
桜
の
季
節
、
進
級
や
進
学
、

就
職
等
さ
れ
る
方
は
、
期
待
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
反
面
、
新
し
い
人
と
の

出
会
い
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
間
は
、
社
会
の
中
で
生
き

て
い
く
限
り
、
自
分
以
外
の
多

く
の
人
と
関
わ
り
を
も
っ
て
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
他
の

人
と
共
に
幸
せ
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
お
互
い
の
個
性
の

違
い
を
理
解
し
、
認
め
合
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
人
間
関
係
に
お
い

て
、
自
分
と
相
手
の
意
見
や
考

え
が
違
っ
た
と
き
に
、
相
手
に

あ
わ
せ
て
自
分
の
気
持
ち
を
抑

え
た
り
、
逆
に
相
手
に
対
し
て

攻
撃
的
に
な
っ
た
り
し
て
は
、

不
要
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た

り
、
人
間
関
係
が
こ
わ
れ
た
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
を
率
直
に
誠
実
に

相
手
に
伝
え
、
相
手
の
気
持
ち

に
も
耳
を
傾
け
相
手
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
り
、
自
分
の

人
権
や
相
手
の
権
利
を
尊
重
す

「緑のふるさと協力隊」通信
豊後大野で感じたこと　「日本の農村はまだまだこれからだ！」

　昨年の4月、豊後大野市に緑のふるさと協力隊として派遣されてきて、今年の３月までの一年間、さまざまな経
験をさせてもらいました。祭りやイベントの準備手伝いから、収穫などの農作業まで。その他にも市の伝統芸能
である神楽も体験させてもらいました。また、地域の方たちとの触れ合いのなかで、農村の抱える現実・問題点
を感じました。社会情勢が定まらない中で、都市部はもとより農村でも特有の問題があります。それと同じぐら
いに希望が詰まっています。農業の後継者不足で、都市部からの新規就農に活路を見いだせていますが、地元に
も十分に後継者となりうる人材がいますし、その後継者たちも自分たちの力で地域の農業を盛り上げようと必死
で頑張っています。また伝統芸能にしても同じです。若者たちが率先して盛り上げようとしている姿を目にしま
した。それらをみてい
ると、「思ったとおり、
日本の農村はまだまだこ
れからだ！」と実感する
ことができました。
　これからは、この一
年間で得た経験を忘れ
ずに、日本全国どこに
いたとしても、頑張り
たいとおもいます。

「緑のふるさと協力隊」　野﨑　禎士
▲初めて舞った神楽

▲収穫の喜びと感動を体験
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! !

市
長
発

 

　
先
月
「
豊
後
大
野
市
行
財
政
改
革
へ
の

挑
戦
」―

将
来
へ
の
持
続
可
能
な
財
政
、

行
政
規
模
へ―

と
題
し
た
冊
子
を
全
戸
へ

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
合
併
し
て
、
そ
の
後
10
年

間
は
特
例
措
置
と
し
て
交
付
税
の
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
が
、
15
年
後
に
は
、
普
通

市
と
し
て
の
扱
い
に
な
り
、
約
40
億
円
が

削
減
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
平
成
32

年
度
に
は
今
よ
り
全
体
で
約
１
０
０
億
円

の
減
収
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
、
今
ま
で
の
よ
う
な
事
業

予
算
の
確
保
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
優
遇
措
置
が
終
了
す
る
平
成
26
年

度
ま
で
に
、
大
き
な
事
業
を
終
え
て
お
か

な
く
て
は
い
け
な
い
理
由
は
そ
こ
に
あ
る

の
で
す
。

　
普
通
市
に
な
っ
た
時
に
は
、
固
定
費
用

を
今
よ
り
約
40
億
円
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
固
定
費
用
と
は
職
員
の

人
件
費
や
借
金
の
返
済
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
費
、
生
活
保
護
や
老
人
福
祉
な
ど

の
扶
助
費
等
で
す
。
借
金
の
返
済
や
扶
助

費
の
減
額
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と

な
る
の
は
、
人
件
費
や
建
物
の
維
持
管
理

費
や
補
助
金
等
で
す
。

　
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
の
数
に

か
か
わ
ら
ず
毎
年
３
人
し
か
採
用
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
整
理
統
合
や
廃
止
を
し
な
が
ら
、

そ
の
維
持
管
理
費
を
減
額
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
併
以
前
の
７
つ
の

自
治
体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
完
結

し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
不
便
と
感
じ
る
こ
と
も
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
廃
止
に
し
て
も
、
そ

の
維
持
を
市
民
の
皆
さ
ま
自
身
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
普
通
市
と
し
て
自
治
体
運
営
が
軌
道
に

乗
る
ま
で
は
、
市
に
と
っ
て
試
練
の
続
く
、

厳
し
い
冬
の
時
代
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
花
咲
く
時
代
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
を
担
っ
て
い
る
責
任
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

橋
本
　
祐
輔

行
財
政
改
革
へ
の

　
　ご
協
力
の
お
願
い

　男女共同参画社会の実現に向け、女性の人材情報を登録・
提供することにより、政策および方針決定の場への女性の登用
や、女性の社会参画を促進することを目的に「女性人材リスト」
を作成しました。このリストは、緊急雇用創出事業にて1年間の
取材作業を経て、このたび、冊子と市のホームページへの掲載
が完了しました。
　リスト登録には、男女共同参画はもちろん、健康や教育、芸
術文化、地域活動などのさまざまな分野で活躍している65団体
と個人317人の協力をいただきました。
　今後、審議会委員等への登録推進や各種研修会・サロンの
講師や地域活動、または、登録者同士のネットワークづくりにご
活用ください（冊子は閲覧用で図書館に常備します）。
　なお、ご本人の希望により公表していないリストもありますの
で、詳細な情報については、男女共同参画室までお問い合わ
せください。また、人材リストは随時登録を募集しておりますの
で、ご協力いただける方はご連絡ください。
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「豊後大野市女性人材リスト」を
ご活用ください

問い合わせ先 男女共同参画室　☎0974-22-1001　（内線2028）
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【
資
源
ご
み
】

 
・ 

缶
・
び
ん
な
ど
の
資
源
ご
み
は
、
必
ず
洗
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・ 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
は
外
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

回
収
し
た
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
新
聞
・

雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
売
却
後
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
経
費
に
充
て
ら
れ

ま
す
（
22
年
度
は
約
３
，
８
０
０
万
円
の

収
益
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
）。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
】

 

・ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
生
ご
み
や
紙
、
ゴ
ム

製
品
な
ど
を
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

・ 

付
着
し
た
汚
れ
が
残
ら
な
い
よ
う
、
き
れ

い
に
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

汚
れ
の
洗
浄
が
困
難
な
場
合
は
、「
可
燃
ご

み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
固
形
化
し
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
「
固
形
燃
料
」
と
し
て
、
再
生

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ご
み
の
収
集
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
可
燃
ご
み
】

 

・ 

可
燃
ご
み
の
中
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

や
不
燃
ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
不
燃
ご
み
】

 

・ 

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
必
ず
穴

を
空
け
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

使
い
捨
て
１
０
０
円
ラ
イ

タ
ー
は
、
不
燃
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
冷
蔵
庫
・

　冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
の
処
分

　
買
い
替
え
を
す
る
小
売
業
者
や
過
去
に
購
入

し
た
小
売
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
売
業
者
が
不
明
な
場
合
は
、
郵
便
局
で
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、直
接
、メ
ー
カ
ー

指
定
引
取
場
所
に
持
ち
込
む
か
、
豊
後
大
野
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　パ
ソ
コ
ン
の
処
分

　
直
接
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
カ
ー
が
不
明
な
場
合
は
、（
社
）
パ
ソ
コ

ン
３
Ｒ
推
進
協
会
（
☎
０
３-

５
２
８
２-

７
６

８
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

清掃センターへのごみ搬入時間
月～金　　　　　９時～12時15分、13時～16時30分
毎月第２日曜日　９時～12時、13時～16時
　　　　　　　　（8月のみ第１日曜日）

※土曜、日曜、祝、祭日は休みです（第２日曜日は除く）。
※清掃センターへ直接搬入されるごみについても分別を
　お願いします。

問い合わせ先 豊後大野市清掃センター　☎0974-22-4733

　家庭ごみの減量化・再資源化を推進するために、生ごみ
処理容器（コンポスター）給付事業と、電気式生ごみ処理
機設置補助事業を実施します。

●手続き
 ・給付申請（環境衛生課または各支所総務市民課）
 ・決定通知が届いたら負担金2,500円を納付し指定日に
　コンポスターを受け取る。
●給付条件
 ・給付は１世帯１基です。
 ・申請は設置予定者が行ってください。

生ごみ減量化・堆肥化推進事業のお知らせ 受付開始は４月１日（金）から受付開始は４月１日（金）から受付開始は４月１日（金）から受付開始は４月１日（金）から

問い合わせ先 環境衛生課　環境対策係　☎0974-22-1001（内線2344）または各支所総務市民課

生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業
　電気式生ごみ処理機購入金額の３分の１の額を補助金として交付す
る事業です。ただし、千円未満切捨てで、補助金の上限は２万円です。
●手続き
 ・補助金交付申請（環境衛生課または各支所総務市民課）
 ・決定通知が届いたら処理機を購入し、領収書等を添付
の上、所定の用紙で市に報告。
●補助金交付条件
 ・補助金の交付は１世帯１回です。・申請は購入予定者が行ってください。
※給付基数、補助件数に限りがありますので希望される
方はお早めに申請ください。

電気式生ごみ処理機設置補助事業

一斗缶 GAS
殺虫剤殺虫剤殺虫剤殺虫剤

入れないで
ください

一斗缶・カセットボンベ・スプレー缶・殺虫剤

「
ご
み
」
も
分
別
す
れ
ば
貴
重
な
資
源
に
な
り
ま
す

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　豊
後
大
野
市
で
は
、
ご
み
の
分
類
に
よ
り
収
集
日
と
出
し
方
を
決
め
て
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
事
項
お
よ
び
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
な
ら
び
に
平
成
23
年

度
　ご
み
・
し
尿
収
集
計
画
表
を
ご一読
い
た
だ
き
、
ご
理
解
の
上
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



　　　他市町村から豊後大野市に転入した方

　・国民健康保険…勤務先の健康保険など他の健康保険
に加入していない方は、国保の加入手続きが必要です。

　・国民年金………住所変更届が必要です。また、転入前
に退職し、加入手続きを行っていない方や保険料の免除の
申請をしていない場合は、その手続きもできます。

　（手続きに必要なもの）
　・印鑑（認め印可）
　・年金手帳（20歳以上65歳未満）
　・年金証書（年金を受給している65歳未満の方）
　・国民年金保険料免除申請の場合は離職票、または
雇用保険受給資格者証

　　　他市町村へ転出する方

　・国民健康保険…豊後大野市国保をやめる手続きが
必要です。転出後は豊後大野市国保の保険証は使
用できませんのでご注意ください。

　（手続きに必要なもの）
　・印鑑（認め印可）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証
　   （転出する方全員分）
※市内転居や世帯の異動があった場合にも届出が必
要になる場合があります。

　・国民年金………特に手続きは必要ありません。
　   （転出先で行います）

勤務先の健康保険をやめた、家族の勤務先の健
康保険の扶養からはずれたなどの理由から国民

健康保険・国民年金（第１号被保険者）に入るとき

　手続きには以下のものが必要になりますので、持参
してください。
　・社会保険資格喪失証明書など、勤務先の健康保険
の資格喪失日、資格を喪失した人が分かる書類

　・印鑑（認め印可）
　・年金証書（年金を受給している 65歳未満の方）
　・年金手帳（20歳以上60歳未満の方）

勤務先の健康保険に加入した、家族の勤務先の
健康保険の被扶養者になったなどの理由から、

国民健康保険をやめるとき（年金については勤務先
の事業所が届出を行いますので、市役所への届出は
必要ありません）。

　手続きには以下のものが必要になりますので、持参
してください。
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（やめ
る方全員分）

　・新しく加入した健康保険の被保険者証（新しく加
入した方全員分）

　・印鑑（認め印可）

　70歳以上の方の自己負担割合は、平成20年４月から
２割に引上げられる予定でしたが、平成23年３月まで
は１割のまま据え置かれていました。
　その据え置きがさらに１年間延長され、平成23年４

　沖縄・奄美・トカラ・小笠原には、さつまいもなどに被害を与える害虫が、また、沖縄・奄美の一部ではみかん類に被害をあ
たえる病気が発生しています。これらの病害虫のまん延を防止するために、一部の植物は法律によって未発生地域への持ち込み
が規制されています。違反すると罰せられることがありますのでご注意ください。

※注１　さつまいもは消毒（蒸熱処理）すれば持ち込めます
ので、事前に植物防疫所へお問い合わせください。

●②

　就職・退職や転入・転出など、その生活の変化にあわせて国民健康保険や国民年金の届出が必要になることがあ
りますので、次のような時は、14日以内に市役所の窓口で手続きを行ってください。

問い合わせ先 市民生活課　国保年金係　☎0974-22-1001（内線2086・2096）

問い合わせ先 門司植物防疫所大分出張所  ☎097-521-2690  農業振興課　農業振興係  ☎0974-22-1001（内線2453）13 市報 ぶんごおおの 2011.4

●①

●④

●③

70歳以上の方の自己負担額割合の据え置きが１年間延長されます。
月から平成24年３月の間も１割負担で診療が受けられ
ます（３割負担の方は変更ありません）。
※国民健康保険税は、皆さんの医療費にあてられる国保
の大切な財源です。   必ず納期内に納めましょう。

病害虫のまん延防止にご協力ください～農業振興課よりお知らせ～

発生地域 移動先

本土

持ち込めないもの
植物 害虫

沖縄県全域
奄美群島
トカラ列島
小笠原諸島

さつまいも（紅いも等）
※注１

ヨウサイ（エンサイ）
あさがお
ぐんばいひるがお

等の生茎葉
　および地下部

アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ　　
サツマイモノメイガ
アフリカマイマイ

STOP

※注２　みかん属、からたち属、きんかん属、ゲッキツの苗木類は検査を受ければ持ち込めます
が、検査に長期間を要しますので、事前に最寄りの植物防疫（事務）所へお問い合わせください。

発生地域 移動先 持ち込めないもの
植物 害虫

沖縄県全域
かんきつ※注２
ゲッキツ
ゾウノリンゴ
サルカケミカン

等の苗木類
果実および種子は除く

カンキツグリー
ニング病

ミカンキジラミ

STOP

徳之島
沖永良部島
与論島

本土
小笠原諸島・
トカラ列島
奄美群島

本土・小笠原諸島
トカラ列島・奄美大島
沖縄県全域・喜界島

～国民健康保険、国民年金の届出を忘れずに～
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●百枝小学校 ●三重第一小学校

追加募集まちづくりチャレンジ事業！まちづくりチャレンジ事業！
● 補助金の交付額
　補助対象となる経費の合計額が５分の４以内で予
算の範囲内。

● 事業の応募
　　募集については、以下のとおりです。
　　申請様式はホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ先 企画調整課　地域振興係または各支所総務市民課　☎0974-22-1001（内線2052）

問い合わせ先 教育委員会 総務課 総務係　☎0974-22-1001（内線2152）

4月1日～
5月30日

3月1日～
5月1日 随時募集中募集は終了

しました。
4月1日～
5月30日

別途お知らせ
します。

別途お知らせ
します。

三重 清川 緒方 朝地 大野 千歳 犬飼

募集時期

　昨年の９月号で募集しました、まちづくりチャレンジ事業（平成23年度および24年度事業）を追加募集します。
　応募される方は、計画書など必要書類を本庁または各支所担当窓口まで提出してください。
　まちづくり委員会で審査をし、承認された事業については、事業費の一部を補助いたします。

　耐震診断等を行った結果、耐震性がないと判断されたことに伴い、体育館の改築を進めてきました百枝小学校、
三重第一小学校が３月に完成を迎えました。
　体育館での活動ができなかった子どもたちも大喜びです。６年生も新しい体育館で卒業することができました。
　体育館の概要は以下のとおりです。これまでどおり、平日の夜間（18時～ 22時）、土・日は一般の方にも開放
しています。利用を希望する方は１カ月前から各学校にて申請できます。

鉄筋コンクリート造　780㎡
　バレーボール、バスケットボール
　利用可能

鉄骨造２階　1,065㎡
　バレーボール、バスケットボール
　利用可能

なお、工事期間中、近隣地区の皆さまには大変ご迷惑をおかけしました。
今後も市内学校の活動にご理解・ご協力ください。

● 補助対象となる事業の目的
　①遊休農地の活用
　②滞在型の交流や都市からの参加型の交流
　③市内ＪＲ駅を活用した地域の活性化

● 対象となる団体
　市内に活動の拠点を有する（主として市民が活
動するものに限る）３名以上の団体

新しい体育館が完成しました新しい体育館が完成しました

上記のいずれかの目的に沿った、持続可能な事業が
該当になります。



　大分県農業協同組合の体制が地域本部制から事業部制へ移行するという組織機構改革に伴い、前JAぶんご大野地域本
部営農経済部、園芸課、農産課が市中央公民館内の豊後大野市農業振興センターからJAおおいた豊後大野事業部内（前
ぶんご大野地域本部）へ移転しました。
　今回の移転については、これまで関係機関で協議を重ねてまいりましたが、大分県農協の組織機構改革によるもので承
認せざるを得ないものと決定いたしました。移転の時期については、３月が大分県農協の決算期となることから、急遽3
月22日付けでの移転となりました。したがいまして、市民の皆さまには移転後のお知らせとなりましたことについて、
お詫び申し上げます。今後は関係機関相互の連携をさらに密にして、新たな体制づくりに努めてまいります。今後ともご
支援とご協力をお願い申し上げます。

農業振興センターからのお知らせ
前JAぶんご大野地域本部営農経済部が農業振興センターから移転しました。
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豊後大野市中小企業振興資金融資制度を創設しました

◆問い合わせ先／市商工観光課　☎0974-22-1001（内線2410）

◆問い合わせ先／農業振興課　☎0974-24-0100

　市では、緊急景気対策として、豊後大野市中小企業振興資金融資制度を創設しました。この制度は、
創業者が必要とする設備資金、中小企業者が経営合理化するために必要な設備資金の融資のあっせんを
行い、市が保証料の全額補助を行うものです。
｠
■融 資 対 象　・市内に住所および事業所を有していること、引き続き1年以上市内に住所および事業所を有
　　　　　　　 していること、引き続き1年以上同一事業を営んでいること、市税等を完納していること
■融資限度額　1,000 万円
■償 還 期 間　10年以内　　
■利　　　率　2.2％～ 2.6%（※大分県中小企業振興資金に準ずる）
■保　証　料　保証協会が定める率（市が全額補助します）
■担　保　等　原則として、無担保無保証人（ただし、法人の場合は代表者を連帯保証人とします）
■資 金 使 途　創業者が必要とする設備資金、中小企業者が必要とする設備資金
■申　込　先　市内各金融機関（大分銀行各支店、豊和銀行三重支店、大分県信用組合各支店）

■豊後大野市中小企業振興資金融資制度フロー図
①融資申込

創　業　者
中小企業者

豊後大野市

取扱金融機関

大分県信用保証用協会

④融資の実行

⑦保証料請求

⑧保証料振込

⑤
保
証
料
補
助
申
請

⑥
決
定
通
知

③
保
証
承
諾

②
保
証
申
込

資金名 創業資金 経営合理化資金

融資対象

 ・市内に住所および事業所を有している
こと（融資の申込み時において事業を
開始していない場合にあっては、市内に
住所を有する者で、市内において創業す
る予定のものであること）。

 ・市税等を完納していること。

 ・引き続き１年以上市内に住所および
事業所を有していること。

 ・引き続き１年以上同一事業を営んで
いること。

 ・市税等を完納していること。

資金の使途 設備資金
限度額 1,000 万円

融資条件

期　間 10 年以内
利　率 5 年：2.2％　7 年：2.4％　10 年：2.6％（※大分県中小企業振興資金に準ずる）
保証料 保証協会が定める率　　※市が全額補助
担保等 原則不要

取扱金融機関 ・大分銀行各支店　・豊和銀行三重支店　・大分県信用組合各支店
申込先 各金融機関
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２
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。
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２
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・
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。
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を
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受
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成
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。
そ
し
て
昨
年
に
は

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
を
立
ち
上
げ
、
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さ
れ
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。
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　日
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表
選
手
の
中
西
麻
耶
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▲

九
州
大
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で
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い

▲

い
つ
も
の
審
判
服
で
記
念
の
一
枚

自
分
も
何
か
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
「
勇

気
を
出
し
、
勇
気
の
交
換
を
す
る
。

そ
れ
こ
そ
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

あ
り
、
支
え
合
う
こ
と
に
つ
な

が
る
」
こ
と
を
学
ん
だ
と
力
強

い
言
葉
で
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
た
く
さ
ん
の

勇
気
や
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｚ
Ａ
Ｃ
か
ら
３
年
連
続
の

最
優
秀
賞
受
賞

Ｚ
Ａ
Ｃ
か
ら
３
年
連
続
の

最
優
秀
賞
受
賞

ネ
ー
ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て
熱
く
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。
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２
月
15
日
、
千
歳
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
第
６
回
千

歳
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
か
ら
９
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
各
チ
ー
ム
と
も

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
優
勝
を
目
指
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

寒
空
の
中
、
熱
戦

寒
空
の
中
、
熱
戦

▲「中学生になっても頑張ります！」と意気込み語ってくれたお二人
▲

息
子
さ
ん
の
高
義
さ
ん
へ

　
ウ
メ
さ
ん
へ
の
お
祝
い
状
が

▲

娘
さ
ん
や
施
設
関
係
者
の

　
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
お
祝
い
を

　
三
重
町
の
佐
藤
ウ
メ
さ
ん
が

３
月
５
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
ウ
メ
さ
ん
は
緒
方
町
鮒
川
に

生
ま
れ
、
ご
主
人
と
結
婚
さ
れ

三
重
町
へ
。
若
い
こ
ろ
は
ご
主

人
と
農
林
業
の
仕
事
に
精
を
だ

し
て
い
ま
し
た
。
５
人
の
子
宝

に
恵
ま
れ
た
ウ
メ
さ
ん
で
す
が
、

数
年
前
に
大
阪
府
に
住
む
娘
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
移
り
、
現
在
、

同
府
の
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
月
４
日
に
三
重
町
に

住
む
息
子
さ
ん
（
佐
藤
高
義
さ

ん
）
へ
「
お
母
さ
ま
の
１
０
０
歳

の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
市
か
ら
お
祝
い
状
と
記

念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　「
母
も
喜
ぶ
こ
と
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
高
義
さ
ん
。
ウ
メ
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　
大
野
町
の
首
藤
ト
ミ
カ
さ
ん

が
３
月
10
日
、
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ト
ミ
カ
さ
ん
は
三
重
町
菅
尾

生
ま
れ
。
と
て
も
温
和
で
明
る

い
性
格
だ
っ
た
と
い
う
ト
ミ
カ

さ
ん
は
ご
主
人
と
結
婚
さ
れ
大

野
町
へ
。
２
人
の
子
宝
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
か
ら
市

内
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る
ト

ミ
カ
さ
ん
。
娘
さ
ん
に
お
話
を

聞
く
と
「
若
い
こ
ろ
か
ら
と
に

か
く
働
き
者
で
、
た
ば
こ
作
り

に
精
を
だ
し
、
ま
た
孫
の
お
守

り
も
よ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

80
歳
過
ぎ
ま
で
農
作
業
を
す
る

な
ど
、
体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
が

長
生
き
の
秘
訣
で
す
」。
ま
た
好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
よ
く
食
べ
て

い
た
と
い
う
ト
ミ
カ
さ
ん
。

　
現
在
も
健
康
状
態
は
良
好
だ

と
の
こ
と
。
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
　
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
　
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日

　
３
月
11
日
に
豊
後
大
野
市

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

た
方
は
次
の
方
で
す
。

【
敬
称
略
】

　
後
藤
　
絢
美
（
犬
飼
町
）

　
岡
部
　
留
美
（
犬
飼
町
）

　
後
藤
さ
ん
、
岡
部
さ
ん
は

昨
年
11
月
27
日
に
福
岡
県
福

岡
市
で
開
催
さ
れ
た
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
「
第
５
回
全
九

州
小
学
生
大
会
団
体
戦
の

部
」
に
県
代
表
チ
ー
ム
の
選

豊
後
大
野
市
感
謝
状
贈
呈
式

豊
後
大
野
市
感
謝
状
贈
呈
式

手
と
し
て
出
場
し
、
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、
緒
方
中
学
校

体
育
館
を
会
場
と
し
て
、
第

35
回
こ
ん
に
ち
は
卓
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１

０
０
名
の
参
加
で
し
た
。（
一

般
参
加
・
11
チ
ー
ム
（
自
治

区
対
抗
）
と
小
学
生
の
部
（
個

人
戦
））

『
結
果
』
一
般
の
部

Ａ
パ
ー
ト
優
勝

　
馬
場
Ａ
チ
ー
ム

Ｂ
パ
ー
ト
優
勝

　
小
野
チ
ー
ム

Ｃ
パ
ー
ト
優
勝

　
久
土
知
チ
ー
ム

小
学
生
の
部
　
高
学
年
の
部

１
位
　
高
原
　
明
香

２
位
　
高
橋
七
夏
海

３
位
　
佐
藤
　
玄
基

第
35
回
緒
方
町
こ
ん
に
ち
は
卓
球
大
会
に
つ
い
て

第
35
回
緒
方
町
こ
ん
に
ち
は
卓
球
大
会
に
つ
い
て

▲優勝した大高チーム▲宮崎和樹さん　長野修さん

　
２
月
19
日
、
愛
媛
県
武
道

館
・
柔
道
場
に
て
行
わ
れ
た

第
８
回
濱
田
初
幸
杯
柔
道
大

会
に
お
い
て
、
三
重
中
学
校

１
年
の
長
野
修
さ
ん
が
90
㎏

級
に
て
、
同
じ
く
宮
崎
和
樹

さ
ん
が
50
㎏
級
に
て
数
あ
る

強
豪
選
手
が
そ
ろ
う
中
、
ま

た
上
級
の
２
年
生
も
混
在
す

る
中
、
見
事
優
勝
を
収
め
ま

し
た
。

　
お
二
人
に
将
来
の
夢
を
聞

く
と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

で
す
」
と
力
強
く
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

１
年
生
な
が
ら
見
事
優
勝
！
　

１
年
生
な
が
ら
見
事
優
勝
！
　

夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

応
援
し
て
い
ま
す
！
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▲小学校会場優勝チーム
　プレミアム

▲田原園チームの投球

▲中学校会場優勝チーム
　バテバテバテスタ

▲

体
育
館
内
で
行
わ
れ
た
大
会

▲後藤碧衣さん　　　　　後藤杏奈さん

　
２
月
25
日
、
清
川
小
・
中

学
校
体
育
館
２
会
場
で
清
川
町

な
か
よ
し
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
会
場

優
　
勝
　
プ
レ
ミ
ア
ム

第
２
位
　
と
き
め
き
♡

第
３
位
　
も
も
た
ろ
う
Ｃ

Ｍ
Ｖ
Ｐ
　
白
石  

美
穂（
プ
レ
ミ
ア
ム
）

中
学
校
会
場

優
　
勝
　
チ
ー
ム
バ
テ
バ
テ
バ
テ
ス
タ

第
２
位
　
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
３
位
　
ほ
が
ら
か
Ａ

Ｍ
Ｖ
Ｐ
　
深
田
　
凌
平

（
チ
ー
ム
バ
テ
バ
テ
バ
テ
ス
タ
）

清
川
町
な
か
よ
し
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

清
川
町
な
か
よ
し
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
２
月
28
日
、
千
歳
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
第
６
回
千

歳
町
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
祭

が
開
催
さ
れ
、
町
内
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
と
高
齢
者
学
級
生

の
編
成
に
よ
る
２
１
４
人
、

30
チ
ー
ム
が
参
加
。
ス
マ
イ

ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
、

各
チ
ー
ム
と
も
、
優
勝
を
目

指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
中
、

参
加
者
相
互
の
親
睦
と
融
和

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
６
回
千
歳
町
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
祭

第
６
回
千
歳
町
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
祭

　
み
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

三
重
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
は
、

２
月
27
日
に
大
原
総
合
体
育

館
で
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
仲
間
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
今
年
で
７
回
目
と
な
り

ま
す
。
参
加
し
た
４
１
２
人

の
方
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
卓
球
な
ど
５
種
目
の
大

会
で
汗
を
流
し
た
り
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

体
験
し
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
大
な
わ

と
び
大
会
と
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
フ
ェ
ス
タ
を

第
７
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

第
７
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　
３
月
11
日
、
県
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
優
良
生
徒
の
受
賞

を
受
け
た
犬
飼
中
学
校
の
後

藤
杏
奈
さ
ん
、
後
藤
碧
衣
さ

ん
が
市
長
へ
受
賞
報
告
に
来

ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
優
良
生

徒
」
は
県
内
の
高
校
体
育
連

盟
お
よ
び
中
学
体
育
連
盟
が

各
種
大
会
で
好
成
績
を
収
め

た
選
手
を
推
薦
し
県
体
育
協

会
が
生
徒
卒
業
時
に
表
彰
す

る
制
度
で
す
。
県
下
で
高
校

生
２
０
３
人
、
中
学
生
１
８
９

人
が
受
賞
さ
れ
市
内
で
は
中
学

生
２
名
と
高
校
生
９
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
敬
称
略
】

三
重
総
合
高
校

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
児
玉
咲
樹
、
田
中
優
衣

大
分
県
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
優
良
生
徒
受
賞
報
告

大
分
県
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
優
良
生
徒
受
賞
報
告

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
催
し
に
は
、
三

重
総
合
高
校
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
重
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
と
三
重
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
は
、
３
月
３
日
に
三
重
町

西
ノ
宮
公
園
で
、
15
チ
ー
ム

の
参
加
の
も
と
右
記
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
、
優
勝
が
芦
刈
チ
ー
ム
、

準
優
勝
が
下
玉
田
Ｂ
チ
ー
ム
、

三
位
が
山
田
チ
ー
ム
と
川
辺

チ
ー
ム
で
し
た
。

第
33
回
三
重
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
33
回
三
重
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
女
子
剣
道

　
今
山
佳
苗
、
池
永
美
咲

　
加
藤
翔
子
、
長
野
礼
花

　
仲
宮
早
紀
、
神
田
真
実

　
清
田
彩
子

犬
飼
中
学
校
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
後
藤
杏
奈
、
後
藤
碧
衣

▲皆さん大変お疲れさまでした

　
２
月
21
日
か
ら
25
日
の
５
日
間
、

第
53
回
県
内
一
周
大
分
合
同
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ａ
部

復
帰
を
目
標
に
毎
週
水
・
土
曜
日
に

練
習
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
初

日
は
９
位
と
出
遅
れ
ま
し
た
が
、
日

が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
順
位
を
上
げ

４
日
目
に
は
Ａ
部
圏
内
の
５
位
に
浮

上
。
最
終
日
は
日
間
３
位
に
入
る
活

躍
も
あ
り
総
合
４
位
・Ｃ
部
優
勝
・

躍
進
１
位
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績

で
今
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
37
区
間
３
８
５
・
６
㎞
を
走

り
抜
い
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
、
た
く

さ
ん
の
感
動
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま

総
合
４
位
！
見
事
Ａ
部
復
帰
!!

総
合
４
位
！
見
事
Ａ
部
復
帰
!!

し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
ま
た
、
沿
道
で
た
く
さ
ん
の
力
強

い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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高校野球フェスティバル開催高校野球フェスティバル開催高校野球フェスティバル開催第2回

　５月３日から３日間、市内の各会場で高校野球フェスティバルが
開催されます。これは、大分県立三重総合高等学校野球部が中心と
なり企画したもので、九州各県から高校球児が集まります。
甲子園でもお馴染みの有名校がそろいますので、

ぜひこの機会に全国クラスのプレーをお楽しみください。
甲子園でもお馴染みの有名校がそろいますので、

ぜひこの機会に全国クラスのプレーをお楽しみください。

場所：やまびこ球場（緒方町）、大野球場（大野町）
　　　三重総合高等学校野球場（三重町）

5月3日（火）～5月5日（木）5月3日（火）～5月5日（木）

問い合わせ先 大分県立三重総合高等学校
野球部部長　三田尻　聡
☎0974-22-5500（学校）

入場
無料

地域コミュニティの拠点が完成
　三重町上小坂区（191戸）が㈶自治総合センターのコミュニティ助成事業の助成を受けてコミュニティセン
ターを新築しました。既存の公民館の老朽化等により、各種活動や区の会合に支障をきたすなど、地区住民の
皆さんは長年にわたって公民館建設の実現を待ち望んでおりまし
た。今回の新築により、今後、上小坂区の地域コミュニティ活動
が振興発展する効果が期待されます。
※コミュニティ助成事業は、㈶自治総合センターが宝くじの普及
広報事業として受け入れる宝くじ受託事
業収入（ジャンボ宝くじと数字選択式宝
くじ）を活用して、市町村・コミュニティ
組織（自治会、町内会等）または地域に
密着したコミュニティ組織の地域活動に
対し、助成を行う事業です。

問い合わせ先 企画調整課　地域振興係　☎0974-22-1001（内線2053）
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試合日程
や ま び こ 球 場 三重総合高等学校野球場

日　時 1 塁側 3 塁側 日　時 1 塁側 3 塁側

5 ／ 3
大分雄城台 ― 日 向 工

5 ／ 3
三重総合 ― 阿　　蘇

柳　　川 ― 日 向 工 近大福岡 ― 阿　　蘇
柳　　川 ― 大分雄城台 近大福岡 ― 三重総合

5 ／ 4
近大福岡 ― 大 分 西

5 ／ 4
―

近大福岡 ― 日　　向 ―
大 分 西 ― 日　　向 ―

5 ／ 5
東 福 岡 ― 三重総合

5 ／ 5
日　　向 ― 大分雄城台

東 福 岡 ― 日章学園 日　　向 ― 菊　　池
大分雄城台 ― 日章学園 大分東明 ― 菊　　池

大 野 球 場
日　時 1 塁側 3 塁側

5 ／ 3
大分東明 ― 日　　向
折　　尾 ― 日　　向
折　　尾 ― 大分東明

5 ／ 4
阿　　蘇 ― 大分東明
阿　　蘇 ― 東 福 岡
大分東明 ― 東 福 岡

5 ／ 5
日 向 工 ― 大 分 西
日 向 工 ― 阿　　蘇
延岡星雲 ― 阿　　蘇

試合開始時間　①試合目　  9 時 00 分～
　　　　　　　②試合目　11 時 30 分～
　　　　　　　③試合目　14 時 00 分～
※入場料は、無料ですので、各球場で観戦し

　てください。



　1月～3月にかけて、大野町、朝地町、緒方町の各サロ
ンで、豊後大野市民病院　坪山院長による出前健康講座
を実施しました。「一日一笑で生きよう」というテーマで、
笑うことの効用と、それぞれの地域やサロンで集まるこ
との大切さについて学習し、心の健康づくりや、地域づ
くりについて学びました。

きいきい

だより健康だより健康
健康スケジュール

S C H E D U L E

幼児健診

受付時間　13時～13時45分　対象地区 三重・千歳・犬飼

健診内容
１歳６カ月児健診 ３歳６カ月児健診

日　　時
4月14日（木） 4月28日（木）

対 象 児
H21年8月1日～H21年9月15日生まれ H19年9月1日～H19年10月15日生まれ
会　　場 三重町農村環境改善センター

脳いきいき度チェック（物忘れ相談）
日 時　4月20日（水）　9時～12時
場 所 健康推進課または各支所総務市民課
内 容 脳機能検査と個人面談
※事前に電話予約をお願いします。
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▲笑うことが心も体も元気にしま
　す。一日一笑を心がけましょう

▲「今日はよいお話を聞けました」
　サロンで集まることって大事ですね

すくすくひろば（育児学級）のお知らせ
日 時　4月27日（水）　受付9時30分～10時
場 所 市中央公民館　1階和室
内 容 ベビーマッサージ　講師　助産師　安倍 本子氏
対象児 4～5カ月の赤ちゃんとその保護者
※準備の都合上、3日前までに電話予約をお願いします。

精神保健相談日
日 時　4月28日（木）　14時～16時
場 所 豊肥保健所（豊後大野市三重町市場934－2）
対象者 気分の落ち込み・ひきこもり・認知症
　　　　依存症等こころの健康相談をしたい方
※要事前予約／☎0974-22-0162　保健師まで

4月の育児相談のお知らせ
実 施 日 時  間 会  場

4日（月）、22日（金）
  5日（火）
  8日（金）
20日（水）
25日（月）
25日（月）
毎週木曜日

11時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～11時
14時～16時
10時～12時

三重ふれあい児童館
犬飼子育て支援センター
朝地母子健康センター
緒方すこやかセンター
清川保健センター
大野保健センター
千歳保健センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問
等なんでもご相談ください。
※その他各地域では、育児サークル等定期的に開催しています。
お問い合わせください。

一日一笑で
生きよう
一日一笑で
生きよう 地区出前健康講座地区出前健康講座

食生活改善指導者講習会
受講生募集のお知らせ！
食生活改善指導者講習会
受講生募集のお知らせ！

地元の食材でお弁当づくり地元の食材でお弁当づくり

　栄養の基本や生活習慣病予防等、「食生活」に関する
講習会を５月より毎月１回（年11回）開催します。
◇対象者　　年間を通して参加できる方で、本講習会修

了後、市食生活改善推進協議会に入会をし、
ボランティア活動をしていただける方

　　　　　　※年齢は問いません。
◇募集数　　30名
◇日　時　　初回５月27日（金）の予定。
　　　　　　以後平成24年３月まで毎月１回開催。
◇場　所　　市中央公民館
◇内　容　　学習・調理実習（テーマに沿った内容）
　　　　　　グループワーク等
◇受講料　　無料（調理実習の時は材料代を徴収します）
◇申し込み期限　４月28日（木）まで（栄養士または保健師まで）
　　　　　　　　※ご本人からの申し込みのみ受け付けます。

　2月９日、千歳中学校で地元の食材を使った弁当づくりが
行われました。４月から高校生になる３年生は、食生活改善
推進協議会千歳支部の方々に習いながら、野菜入り手作り
ソーセージやきのこソテーなどを作り、自分の弁当箱にきれ
いに盛りつけました。
　千歳中では、「食文化について知ろう（地域の人に学ぶ）」
を目的に１年生時はだんご汁等郷土料理、２年生時は地産地
消のビビンバ作りを行っています。
　地域の方とふれあい
ながら、食べ物や食文
化の大切さを学び、
作ってくれる人への感
謝の気持ちも味わうこ
とができました。

食育のススメ

千歳で採れた食材を使って
ソーセージ作りに挑戦中！
千歳で採れた食材を使って
ソーセージ作りに挑戦中！
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豊後大野の地力で育つ「人参」豊後大野の地力で育つ「人参」
「人参のマヨサラダ」     ［分量3人分］
●人参…1本（150g程度）　●マヨネーズ…大さじ2杯
●味噌…小さじ1杯　●ツナ（缶）…２０g　●すりごま…大さじ２杯
（1人あたり  カロリー  120kcal ／たんぱく質  2.9g ／塩分  0.3g）

［作り方］
①湯を沸かし、食べやすい大きさに切った人
参を入れさっと茹でる（固めがおすすめ）

②調味料（マヨネーズ、味噌、すりご
ま）をボウルに入れて混ぜ合わせる

《人参の効能》
　ビタミンＡを多く含む緑黄色野菜です。粘
膜を強くする働きや肌荒れ防止効果が期待で
きます（眼精疲労やドライアイにも効果的）。
　また夜盲症（薄暗いところが見えにくい症
状）を防いだり、動脈硬化や心筋梗塞の原
因となる活性酸素を退治する抗酸化ビタミン
が豊富です。

＊栄養は皮にたくさん含まれているので、
丁寧に洗って皮のまま摂るのがおすすめで
す。また油に溶けて吸収されやすく、生で
は１割程度に対し、油と一緒に摂ると 5，6
割体内で吸収されるといわれています。

食育・あけあじレシピコーナー ⑧

問い合わせ先 健康推進課　☎0974ｰ22ｰ1001（内線2122・2126・2127・2131・2132）または各支所 総務市民課

地元産の食材を知ろう!使おう!味わおう!地元産の食材を知ろう!使おう!味わおう!肌荒れ防止
にも効果的!

春人参部会長
後藤  久さん
（犬飼町）

③②に水けを切った人参、ツナを入れ和える。
④器に盛り、上からごまを少量かける
＊お好みで粒コーンや旬のアスパラ
などの野菜も一緒に和えても・・・・

春にんじん　甘くて　やわらか　春の味 ！

春にんじん  甘くて  やわらか  春の味
　25年前立ち上げた「春人参部会」は、現
在８名の会員で取り組んでいます。
　春にんじんは、ミニハウス等で栽培をし
ています。種まきを11月上旬～１月末頃
にかけて行い、収穫を4月～6月上旬にし
ます。土づくりにこだわり、堆肥を入れ、で
きるだけ細かく耕し、種まき後は芽が出る
までの水の管理やハウス内の温度管理に
大変気をつかいます。
　豊後大野市で栽培している春にんじん
は、ベーターリッチと向陽二号を栽培して
おり、ベーターリッチという品種はカロテ

ン含有量が普通の人参の2倍あります。甘
みが強く、やわらかくニンジン臭が少ない
のが特徴です。ジュースや生食にも適して
います。県内では犬飼町でしか栽培され
ていません。主な出荷先は大分大同青
果、宇部大同青果で九州・山口で販売をし
ています。豊後大野市の春にんじんには
「大分県産「美人参（べっぴんさん）」JAお
おいた」というシールが貼っています。
　ぜひ生で食べてみてください！風味がよ
く安心・安全です！ぜひ一度私たちの作っ
た春にんじんを御賞味ください。

　豊後大野市は県内でも自殺率がたいへん高い状況です。市では平成19年
より自殺のない住みよい地域づくりをめざして自殺対策事業に取り組んでい
ます。その一環として市自殺対策連絡協議会と市の主催で「こころをつなぐ
仲間づくりフォーラム」を各町で開催しました。
　フォーラムでは市の自殺対策事業につ
いての説明、清劇うたひめによる自殺対
策啓発劇、そして参加者の意見交換を行
いました。意見交換では『家族の絆が大
切である』『近所づきあいが希薄になって
きた。もっと声をかけあいたい』『地域で
顔の見える関係を作ることが大事』とい
う意見が聞かれました。

　本市の自殺対策事業として市内７会場で
「第１回　仲間づくりフォーラム」を開催し
ましたところ、実行委員会の方や関係各位の
ご理解とご協力で延べ 572名の市民の皆さま
に参加していただきました。お陰さまで啓発
と今後の課題把握という所期の目的を達成す
ることができました。ご協力に厚くお礼を申
し上げます。

こころをつなぐ仲間づくりフォーラムを開催しましたこころをつなぐ仲間づくりフォーラムを開催しました

専用電話　
受付時間　平日　８時30分～17時
豊後大野市役所　健康推進課内

☎0974-22-4655
「豊後大野市こころのホットライン」

豊後大野市
自殺対策連絡協議会
安藤　恒美 会長

話し

てよ　
一人で悩まず　苦しまず

豊後大野市
心の健康づくりキャラクター
「めぶきちゃん」



中 央
菅 尾
白 山
清 川
緒 方
上緒方

☎0974ｰ22ｰ2111
☎0974ｰ22ｰ3349
☎0974ｰ26ｰ2260
☎0974ｰ35ｰ2372
☎0974ｰ42ｰ3161
☎0974ｰ45ｰ2001

小富士

朝 地

大 野

千 歳

犬 飼

☎0974ｰ44ｰ2111
☎0974ｰ72ｰ0048
☎0974ｰ34ｰ2130
☎0974ｰ37ｰ2069
☎097ｰ578ｰ1281

　平成23年４月からの国民年金保険料は月額15,020円となりました。
　納め忘れがあると、将来受ける年金が少なくなったり、年金を受けられな
かったりする場合があります。国民年金保険料は必ず期限内に納めましょう。

※なお、４月からは年金相談所が「予約
制」となります。相談を希望される方
は、事前に大分年金事務所にて予約を
お願いいたします（※ご予約は、相談
日の１カ月前より受付けます）。

年金相談日
４月12日（火）
市隣保館（解放会館）
４月14日（木）
市商工会（旧三重町商工会）
４月20日（水）
竹田市総合社会福祉センター

●相談時間
10時～15時
●問い合わせ先
 市民生活課 国保年金係
☎0974ｰ22ｰ1001

 大分年金事務所
☎097ｰ552ｰ1211

　　　　  （内線2086）

年 金 係 からのお 知らせ

中央公民館 生涯学習まつり

▲見事な作品の数々 ▲元気なダンス
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　３月12日、エイトピアおおので、市中央公民館、菅尾・白山地区公民館による生涯学習まつりが開催されました。
各公民館で活動するクラブから、21団体の舞台発表、24団体の作品展示 (約130点) があり、１年間の活動成果を発
表しました。
　舞台発表の皆さんや作品の説明をしている皆さんの顔は、緊張しながらも誇らしく、とても輝いていました。
　久保田教育長から「たくさんの
発表を見てたいへん感動しまし
た。人は、生きがいや楽しみを持
つことが大切で、公民館はその拠
点でもあります。これからも頑
張ってください」と激励の言葉を
頂きました。
　発表終了後にはお楽しみ抽選会
で盛り上がり、新たな１年の活動
を誓って幕を閉じました。

犬飼公民館

　２月12日、別府市城島アイススケートリンクで、犬飼っ子ふるさ
と学習会「スケート教室」を開催しました。参加者は40名でした。
当日は時折吹雪くような大変寒い日でしたが、「暑い」と言って上着
を脱いで滑る子どももいました。初めはなかなか手すりから離れる
ことができなかった子ども達も、体育指導委員さんの丁寧な指導で、
帰る前には全員が滑れるようになりました。　
　寒さに負けない元気いっぱいの犬飼っ子でした。

★国民年金保険料変更のお知らせ★国民年金保険料変更のお知らせ

　これまでは障害年金の権利が発生した当時に、受給権者によって生計を
維持している配偶者やお子さまがいる場合で、障害等級が１級または２級
に該当する方に加算を行っておりましたが、平成23年４月施行
の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金を
受ける権利が発生した後に、生計を維持することになった配偶
者やお子さまがいる場合にも届出によって加算を行うことにな
ります。
　詳細につきましては、お近くの年金事務所または市国民年金
担当窓口にお問い合わせください。

★平成23年４月から「障害年金加算法」が施行されます。★平成23年４月から「障害年金加算法」が施行されます。

▲

抽
選
会
で
お
花
が

　当
た
り
ま
し
た

▲

上
達
の
早
い

　犬
飼
っ
子
の
皆
さ
ん
で
し
た

犬飼っ子ふるさと学習会「スケート教室」を開催しました
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開館時間　火～金：10時～18時　土・日：10時～17時
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4月の休館日：毎週月曜日、29日（金）（昭和の日）　※４月の館内整理日の休館はありません
お問い合わせ：中央図書館 TEL･FAX 0974-22-7733　緒方図書館 TEL 0974-42-4141（民俗資料館共用）

　利用券は中央図書館で作成してお預かりしていま
す。対象となる保育園・幼稚園・小学校の皆さんで、
個人で貸出券を持っている方は中央図書館までご持
参くださるようお願いします（５月以降の移動図書
館で手渡していただいて
もＯＫです）。
　楽しい本をたくさん準
備しています。ぜひご利
用ください!!

ふれあいコーナー

吉岡 みち子さん（清川町）
カントリードール
造花（紙粘土）

移動図書館５月から開始します！

　カントリードールは10年ほど、造花は最近始め
たそうです。造花とは思えない見事な花と、とて
もかわいらしいカントリードール、ぜひお近くで
ご覧ください！

　図書館で除籍された図書・雑誌のリユース
を行います。ひとり5冊まで無料でお持ちい
ただけます。

図書・雑誌をさしあげます（リユース）図書・雑誌をさしあげます（リユース）

４月23日（土）から１週間程度
（中央・緒方とも）
※なくなり次第終了します。

平成23年度 定例おはなし会のお知らせ

子ども読書の日 おはなし会
４月23日（土） 10時30分～11時30分
対象：（おはなしが聞ける年齢の）幼児～小学生
　中央図書館では、今年も楽しいおはなし会を
　行います。皆さん、ぜひ来てくださいね！

４月23日から５月12日は「子どもの読書週間」です!!

中央図書館 ぜひご参加くださ～い！

おはなしのへや ちゅうりっぷ組（平成23年度に3歳になるお子さん）
　毎月第 2･4 水曜日　10時 15分～ 10時 45分
おはなしのへや　ひまわり組（平成23年度に4･5歳になるお子さん）
　毎月第 2･4 水曜日　11時～ 11時 30分
小学生のための ブッククラブ （対象：幼稚園年長～小学生）
　毎月第３土曜日　10時 30分～ 11時 30分
★読み聞かせのほか、ブックトークや読書ゲーム、科学あそび
をします。幼稚園年長から参加対象となります。

赤ちゃんのためのおはなし会は、５月・８月・１１月・２月に行
う予定です。

緒方図書館
おはなしのへや　（対象：幼児～小学生）
　毎月第 1･3 土曜日　10時～ 11時　

★いずれも５月より開始します。
★中央図書館のおはなしのへやは登録制です。
　４月３０日（土）までに図書館へお申し込みください。　　

▲

中
央・お
は
な
し
の

　へ
や
の
様
子



豊後大野市総合文化センター ☎ 0974（22）8000
朝倉文夫記念館       ☎ 0974（72）1300
幸寿美術館         ☎ 0974（37）3788

いずれも毎週月曜日休館

朝倉文夫記念文化ホールの催し

問い合わせ先  朝倉文夫記念館　☎0974-72-1300

●と　き　4月23日(土)～5月8日(日)　9時～17時
　　　　　※会期中、4/25(月)、5/2(月)は休館
●入館料
　大人200円、小中高生100円
※身体障害者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳の交付を受
けている方とその介護者1人は
無料です（入館時に受付で手帳
を提示してください）。

　朝倉文夫は東京美術学校（現在の東京芸術大学）の３
年生になったとき、兄の家を出て一人暮らしをはじめ
ました。当時生活が苦しかった文夫に先生がアルバイ
トを紹介してくれます。それは動物の置物を作るため
の原型を作成する仕事でした。文夫はよく上野動物園
に行っては粘土で動物の像を作っていたので、先生か
ら目をかけられたのでしょ
う。ひとつ成功すると次から
次へ貿易商から注文がきて、
ウサギやゾウ、ライオン、ヤ
ギなどさまざまな動物の原
型を、卒業するまでに1200
体は作ったとのことでした。
こうして制作するうちに文
夫の技術はますますみがか
れていったのです。

「白梅」2010年

▲

「ライオン」1906年

▲
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◆日　　時　５月21日（土）
　　　　　　開場　17時30分　　開演　18時00分
◆場　　所　エイトピアおおの　大ホール
◆全席指定　4,200円（当日4,700円）（6歳以上有料）
◆チケット　一般発売開始
　４月３日(日)　10時～　エイトピアおおの・チケッ

トピア・ローソンチケット
　　　 4日(月)　市各支所（緒方・朝地・大野・犬飼）
  　  各公民館（清川・千歳）
  　  臼杵市野津中央公民館

＊有効：当該年度（～平成24年3月31日）
◆主な会員特典
①チケット優先予約・購入　②チケット割引販売　
③自由席の優先入場など
　所定の入会申込書に、年会費（新規2,000円、更
新1,500円）を添えてお申し込みください。

朝倉文夫の世界
～共有する空間～

「神﨑暁美日本画展」
　大分市在住で大分県美術協会会員の神﨑暁美さ
んによる日本画の個展。染色から日本画に転向し
た神﨑さんは、「糸」という独特な素材をモチーフ
にさまざまな表現を試みています。ほかにも白梅
や紅葉など四季折々の花や木々をやさしいまなざ
しで描いた作品など、小品から大作まで約40点を
展示します。

かんざき あけ み
～アルバイトで腕をみがく～

開園20周年　愛の園生 朝倉文夫記念公園

植村花菜Acoustic Live Tour 2011
あなたの街におジャマします

植村花菜Acoustic Live Tour 2011
あなたの街におジャマします

エイトピアおおの・友の会
23年度会員募集のご案内
エイトピアおおの・友の会
23年度会員募集のご案内

　エイトピアおおのでは、自主事業の際にお手伝いを
してくださるホールスタッフを募集しています。業務
の内容はさまざまですが、主にチケットもぎり、会場
案内、舞台道具などの搬入搬出などをしていただきま
す。18歳以上の方で性別・経験は問いません。興味の
ある方の参加をお待ちしています。

エイトピアおおの・
ホールスタッフ募集
エイトピアおおの・
ホールスタッフ募集

／トイレの神様で大ヒット!!／



課
習
学
涯
生

 

係
財
化
文

４
７
９
０
☎

-
-２

４

１
４
１
４

館
料
資
俗
民
史
歴
市
野
大
後
豊
■

館
料
資
と
さ
る
ふ
歳
千
■

県
指
定
有
形
文
化
財  

平
尾
社
鳥
居

問い合わせ先  学校教育課 ☎ 0974-22- ）5512線内（ 1001

豊後大野市立清川小学校　板井美恵子校長　児童数108名

学校と地域の方々とのつながりを大切にして

　本校では、「命かがやく子どもの育成」を基本方針に据え、保護者や地域の方々
との連携を深めながら、授業の充実、仲間づくりの推進、心と体の健康づくりに
取り組んでいます。
　今回は、地域の方に来校していただいているものの中から二つ紹介いたします。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
文
化
財
に
関
す
る
ご

意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
涯
学
習
課
文
化
財
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　毎月２回、朝読書の時間に地域のボランティアグルー
プ「おはなしのへや」の方々が来校し、１～４年生の読
み聞かせをしています。子どもたちがとても楽しみにし
ている時間です。毎回子どもたちの興味を引く話を準備
していただき、子どもたちも真剣に聞き入っています。
　子どもたちからは、「おもしろかった」「楽しかった」「次
はいつかな」「今度はどんな話が聞けるかな」等の声がい
つも聞かれます。
　３月10日には全校児童を対象にした「おはなしのへや」集会

が計画されています。
ボランティアの方々は
早くから準備や練習に
取りかかられており、
子どもたちもとても楽
しみにしています。

地域ボランティアによる読み聞かせ
　11月23日は本校の学校公開日でした。保護者、祖父母、地
域の学校関係者118名もの方々が来校し、盛大に発表会を
行いました。音楽、劇、群読、詩の発表等、一カ月以上前から
準備や練習に取り組み、当日はどの学年も学習の成果を
しっかりと披露することができました。
　写真は、地域のおじいちゃんに教えていただいた獅子舞
を５、６年生が披露している場面です。
　地域の方からは、「子どもたちの発表を見て元気が出まし

た」「地域のこと
を学ぶことはい
いことですね」
「来年も楽しみ
にしています」
等のうれしい言
葉をいただきま
した。

学校公開日
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▲５,６年生が
　 獅子舞を披露

▲ボランティアグループ
「おはなしのへや」

　
千
歳
町
新
殿
鳥
居
原
の
二
本
の
大
杉

の
前
に
平
尾
社
鳥
居
（
県
指
定
有
形
文

化
財
）
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
居
と
言
え
ば
、
柱
は
八
の
字
に
開
い

て
、
そ
の
上
の
笠
木
の
両
端
が
上
に
反
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

平
尾
社
鳥
居
は
柱
が
太
く
真
っ
す
ぐ
に
立

ち
、
笠
木
が
平
ら
で
が
っ
し
り
と
し
た
、

見
る
か
ら
に
古
風
な
造
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
形
式
の
鳥
居
は
市
内
に
は
他
に
、

上
津
神
社
の
一
ノ
鳥
居
（
大
野
町
）、
下

野
の
熊
埜
社
鳥
居
（
犬
飼
町
）、
黒
松
の

阿
蘇
社
鳥
居
（
犬
飼
町
）
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
太
く
て
真
っ
す
ぐ
な
柱
と
横
一
文
字

の
笠
木
を
持
ち
市
内
の
鳥
居
で
は
古
い
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
尾
社
鳥
居
の
柱
や
笠
木
に

は
た
く
さ
ん
の
文
字
が
刻
み
込
ま
れ
て

お
り
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
建

立
以
来
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）、
寛

文
一
二
年
（
一
六
七
二
）、
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）、文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

と
四
度
の
修
理
再
建
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
寛
文

一
二
年
と
文
化
七
年
の
時
は
鳥
居
が
倒

れ
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の

観
応
二
年
建
立
と
い
う
の
は
大
分
県
で

最
も
古
い
紀
年
銘
の
入
っ
た
鳥
居
で
す
。

　
平
尾
社
鳥
居
は
鳥
居
に
刻
み
こ
ま
れ

た
豊
富
な
銘
か
ら
、
長
い
年
月
の
間
修

理
さ
れ
な
が
ら
当
初
の
形
を
守
り
今
も

建
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
か
ら
み
て

も
、
鳥
居
が
い
か
に
大
切
に
さ
れ
て
き

た
の
か
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 



くらしのお知らせ

問い合わせ先

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

ご
相
談

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
の
ご
案
内

平
成
23
年
度 

狂
犬
病
予
防
に
つ
い
て

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、犬
の
飼
い

主
に
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
登
録
す
る

こ
と（
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
総

務
市
民
課
で
受
付
）

登
録
料
金
：
３
，０
０
０
円（
一
生
に
１
回
）

②
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
１
回
接

種
す
る
こ
と（
集
合
注
射
ま
た
は
動
物

病
院
等
で
接
種
）

注
射
に
係
る
料
金
：
３
，０
０
０
円

（
生
後
91
日
以
上
で
毎
年
１
回
）

③
犬
の
死
亡
・
転
入
・
転
出
・
所
有
者

変
更
等
の
届
け
を
行
う
こ
と（
環
境
衛
生

課
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課
で
受
付
）

料
金
：
無
料

※

狂
犬
病
予
防
注
射
は
５
・
６
月
の
市

内
集
合
注
射
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
環
境
衛
生
課
　
生
活
衛
生
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
３
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
等（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
18

歳
未
満
の
方
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
方
の
場
合
、同
一
生
計
者
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
）は
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。減
免
は
障

が
い
者
一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。該
当

す
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、範

囲
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
申
請
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

１
．障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障

の
資
材
費
で
、事
業
実
施
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
衛
生
課
　
環
境
対
策
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
５
）

　
　
ま
た
は
、各
支
所
総
務
市
民
課

※

す
で
に
銀
色
有
功
章
受
章
者
で
さ

ら
に
20
万
円
以
上
を
納
入
し
累
計
額

50
万
円
以
上
と
な
る
方
も
金
色
有
功

章
の
受
章
と
な
り
ま
す
。

◆
募
集
締
め
切
り
　
７
月
29
日
（金）

◆
問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
受
付
場
所

　
　
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

　
　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
１
２
）

の
閲
覧
は
無
料
で
す
。な
お
、
借
地
・

借
家
人
等
の
方
は
、賃
貸
契
約
書
ま
た

は
賃
貸
借
料
の
領
収
書
等
の
提
示
が

必
要
で
す
。

　
　
税
務
課
　
資
産
税
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
５
〜
７
）

固
定
資
産
の
縦
覧・閲
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧

　
平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
価
格
等

の
縦
覧
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

◆
期
間
　
４
月
１
日
（金）
〜
５
月
２
日
（月）

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時

　※

土
・
日
・
祝
日
は
除
く

◆
場
所
　
税
務
課（
本
庁
第
２
庁
舎
）

　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

◆
縦
覧
で
き
る
方

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
同
居
の
親

族
を
含
む
）
ま
た
は
代
理
の
方
（
委
任

状
が
必
要
）

◆
そ
の
他

　
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、印
鑑
、本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。法
人
に
つ
い
て
は
会
社
印
の
押
印

お
よ
び
法
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
縦
覧
期
間
中
に
限
り
納
税
義
務
者

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　 

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
い
ず
れ
か

２
．対
象
と
な
る
軽
自
動
車
等
を
運
転

す
る
方
の
免
許
証

３
．自
動
車
検
査
証
（
１
２
５
㏄
以
下

の
原
付
自
転
車
は
必
要
な
し
）

４
．減
免
を
申
請
す
る
方
の
印
鑑

◆
申
請
受
付
期
限

　
５
月
24
日
（火）
ま
で

◆
申
請
受
付
窓
口

　
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
総
務
市
民
課

　
　
税
務
課
　
民
税
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
４
）

日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
23
年
度
九
州
八
県
赤
十
字

大
会
有
功
章
受
章
者
募
集
し
ま
す

　
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
平

成
22
年
度
社
資
は
４
，６
７
８
，７
０
４

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
資
に
つ
い
て
は
国
内
外
の
災
害

被
災
者
に
対
す
る
救
護
活
動
や
健
康

で
安
全
な
生
活
を
お
く
る
た
め
の
各

種
講
座
の
実
施
な
ど
幅
広
い
事
業
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
赤
十
字
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

　
　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
１
２
）

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

農
業
・
農
村
が
持
つ
国
土
の
保
全
、水

源
の
か
ん
養
、良
好
な
景
観
形
成
等
の

多
面
的
機
能
を
守
る
た
め
に
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
。

　
多
面
的
機
能
の
維
持
に
は
、農
業
生

産
活
動
等
の
継
続
的
な
実
施
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
高
齢
化

や
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
た
め
に
、

担
い
手
や
後
継
者
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
中
山
間
地
域
等
に
対
し
て
、農
業

生
産
活
動
等
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
３

期
対
策
で
も
、引
き
続
き
多
面
的
機
能

の
維
持
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、集
落

協
定
に
よ
る
共
同
取
り
組
み
活
動
を

通
じ
て
、地
域
の
活
性
化
な
ど
に
大
き

な
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
新
規
で
の
取
り
組
み
を
希
望
さ
れ

る
集
落
等
に
つ
い
て
は
、一
定
の
要
件

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、取
り
組
み
に
必
要
な
認
定
申

請
等
の
提
出
期
限
は
６
月
30
日
（木）
と

シ
ル
バ
ー
作
品
展
の

作
品
募
集
に
つ
い
て

　
第
22
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
が
６
月
29
日
〜

７
月
３
日
に
、
大
分
市
の「
ア
ー
ト
プ

ラ
ザ
」ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。作
品
を
募
集

し
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
部
門
　
日
本
画
、洋
画
、写
真
、書
、

彫
刻
・
彫
塑
、
工
芸（
各
部
門
に
出
品

規
格
が
あ
り
ま
す
）。

◆
テ
ー
マ
　
特
に
定
め
な
い

◆
資
格
　
市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

上（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

◆
出
品
点
数
　
各
部
門
と
も
１
人
１
点

と
し
、出
品
者
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

◆
申
込
期
間
　
４
月
25
日
（月）
〜
５
月
25
日
（水）

◆
申
込
方
法
　
高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
市
民
課
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

各
自
で
作
品
の
梱
包
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
農
業
振
興
課
　
農
業
振
興
係

　
　
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
　

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
４
５
４
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動
補
助
に
つ
い
て

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
を
実
施
し

て
い
る
市
内
の
団
体
に
対
し
て
、予
算

の
範
囲
内
で
１
団
体
あ
た
り
上
限
２

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
対
象
は
、種
子
、肥
料
代
な
ど

　
赤
十
字
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
赤
十

字
社
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、11
月

17
日
（木）
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
る「
九

州
八
県
赤
十
字
大
会
」で
有
功
章
を
受

賞
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
区
分

銀
色
有
功
章…

20
万
円
以
上
50
万
円

未
満
を
納
め
る
方

金
色
有
功
章…

50
万
円
以
上
を
納
め
る
方

※

作
品
は
６
月
21
日
ま
で
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
高
齢
者
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
０
１
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

２
級
課
程
　
受
講
生
募
集

　
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
暮

ら
し
を
続
け
る
た
め
、介
護
力
の
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
事
業
は
、
地

域
の
介
護
力
の
ア
ッ
プ
を
民
間
事
業

所
と
と
も
に
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

◆
開
催
時
期
　

　
５
月
29
日
（日）
〜
７
月
24
日
（日）

　
毎
週
日
曜
日
の
10
時
〜
17
時

◆
申
込
期
間

　
４
月
１
日
（金）
〜
５
月
13
日
（金）

◆
募
集
人
員
　
30
名

◆
費
用

　
７
０
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
会
場

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
　
紫
雲
荘

◆
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
者
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
０
３
）

木
造
住
宅
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、地
域
材（
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
等

の
国
産
材
）
を
使
用
し
た
木
造
の
住

宅
、
店
舗
等
の
新
築
・
増
改
築
に
、
２

５
，０
０
０
円
〜
４
０
０
，０
０
０
円
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
条
件

 

・
地
域
材
の
使
用
量
が
、木
材
使
用
量

の
５
割
以
上
で
あ
る
こ
と

 

・
地
域
材
の
使
用
量
が
、新
築
の
場
合

は
10
㎥
以
上
、増
改
築
の
場
合
は
１

㎥
以
上

 

・
木
工
事
の
着
手
が
４
／
１
以
降
で

あ
る
こ
と

　
詳
し
く
は
、受
付
窓
口
機
関
・
大
分

県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
０
９
７-

５
３
２-

７
１
５
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
や
申
し
立
て

に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、検
察
官
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　
　
大
分
市
荷
揚
町
７
番
15
号

　
　
大
分
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　（
大
分
地
方
裁
判
所
内
）

　
　
☎
０
９
７-

５
３
２-

７
１
６
１
　

看
護
系
大
学・看
護
専
門
学
校
へ
の

進
路
相
談
会

〜
看
護
へ
の
道・看
護
の
仕
事
紹
介
〜

　
中
・
高
校
生
を
対
象
に
看
護
の
仕

事
や
看
護
系
大
学
・
看
護
専
門
学
校

等
へ
の
進
路
相
談
会
で
す
。

　「
看
護
へ
の
道
」
に
つ
い
て
ご
存
知

で
す
か
。

　
直
接
、看
護
系
大
学
や
看
護
専
門
学

校
の
方
か
ら
学
校
情
報
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
日
時
　
５
月
８
日
（日） 

11
時
〜
12
時
30
分

◆
場
所
　
大
分
県
看
護
研
修
会
館

　
第
１
研
修
室

　
大
分
市
大
字
豊
饒
３
１
０
番
地
の
４

　
☎
０
９
７-

５
７
４-

７
１
３
６

◆
対
象
　
中
・
高
校
生
、一
般
の
方
々

◆
内
容
　（
１
）看
護
の
仕
事
紹
介（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
）を
行
い
、
そ
の
後
、
学
校
紹
介

（
各
10
分
）が
あ
り
ま
す

◆
後
援
　
大
分
県
教
育
委
員
会

　
大
分
県
看
護
協
会
内

　
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７-

５
７
４-

７
１
３
６

　
　
０
９
７-

５
７
４-

７
３
６
１

法
定
労
働
条
件
の
確
保
と

労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
て

平
成
23
年
度 

労
働
行
政
説
明
会

◆
開
催
日
時
　
４
月
26
日
（火）

　
　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

◆
会
場
　
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
小
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
　
無
料

◆
主
催
　
豊
後
大
野
市
労
働
基
準
監
督
署

　
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
２
２

平
成
23
年
度

「
お
お
い
た
学
び
の
輪
」

推
進
事
業
の
受
講
生
募
集

　
大
分
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
お
お
い
た
学
び
の
輪
」推

進
事
業
の
今
年
度
主
催
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
　
４
月
21
日
（木）

　
　
　
　
　
〜
５
月
31
日
（火）

提
供
す
る
講
座
と
そ
の
学
習
内
容

☆「
生
涯
学
習
支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」（
受
講
料
無
料
　
会
場
　
大
分

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）

☆「
現
代
学
講
座
」（
受
講
料
５
，
０
０

０
円
　
会
場
　
豊
後
高
田
市
、由
布

市
、豊
後
大
野
市
、玖
珠
町
）

☆「
ふ
る
さ
と
学
講
座
」（
受
講
料
５
，

０
０
０
円
　
会
場
　
大
分
県
立
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）

※

ふ
る
さ
と
学
講
座
の
一
部
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
の
受

講
は
無
料
で
す
。

◆
主
催
講
座
開
講
期
間

　
平
成
23
年
７
月
〜
平
成
24
年
１
月

　
　
大
分
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　（
大
分
県
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
）

　
　
〒
８
７
４-

０
９
０
３

　
　
別
府
市
野
口
原
３
０
３
０-

１

　
　
☎
０
９
７
７-

２
２-

７
７
６
３

　
　
　
０
９
７
７-

２
６-

４
５
６
４

５
番
地
９

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

０
１
５
３

26市報 ぶんごおおの 2011.427 市報 ぶんごおおの 2011.4



くらしのお知らせ

問い合わせ先

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

ご
相
談

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
の
ご
案
内

平
成
23
年
度 

狂
犬
病
予
防
に
つ
い
て

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、犬
の
飼
い

主
に
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
登
録
す
る

こ
と（
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
総

務
市
民
課
で
受
付
）

登
録
料
金
：
３
，０
０
０
円（
一
生
に
１
回
）

②
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
１
回
接

種
す
る
こ
と（
集
合
注
射
ま
た
は
動
物

病
院
等
で
接
種
）

注
射
に
係
る
料
金
：
３
，０
０
０
円

（
生
後
91
日
以
上
で
毎
年
１
回
）

③
犬
の
死
亡
・
転
入
・
転
出
・
所
有
者

変
更
等
の
届
け
を
行
う
こ
と（
環
境
衛
生

課
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課
で
受
付
）

料
金
：
無
料

※

狂
犬
病
予
防
注
射
は
５
・
６
月
の
市

内
集
合
注
射
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
環
境
衛
生
課
　
生
活
衛
生
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
３
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
等（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
18

歳
未
満
の
方
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
方
の
場
合
、同
一
生
計
者
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
）は
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。減
免
は
障

が
い
者
一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。該
当

す
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、範

囲
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
申
請
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

１
．障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障

の
資
材
費
で
、事
業
実
施
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
衛
生
課
　
環
境
対
策
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
５
）

　
　
ま
た
は
、各
支
所
総
務
市
民
課

※
す
で
に
銀
色
有
功
章
受
章
者
で
さ

ら
に
20
万
円
以
上
を
納
入
し
累
計
額

50
万
円
以
上
と
な
る
方
も
金
色
有
功

章
の
受
章
と
な
り
ま
す
。

◆
募
集
締
め
切
り
　
７
月
29
日
（金）

◆
問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
受
付
場
所

　
　
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

　
　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
１
２
）

の
閲
覧
は
無
料
で
す
。な
お
、
借
地
・

借
家
人
等
の
方
は
、賃
貸
契
約
書
ま
た

は
賃
貸
借
料
の
領
収
書
等
の
提
示
が

必
要
で
す
。

　
　
税
務
課
　
資
産
税
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
５
〜
７
）

固
定
資
産
の
縦
覧・閲
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧

　
平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
価
格
等

の
縦
覧
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

◆
期
間
　
４
月
１
日
（金）
〜
５
月
２
日
（月）

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時

　※

土
・
日
・
祝
日
は
除
く

◆
場
所
　
税
務
課（
本
庁
第
２
庁
舎
）

　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

◆
縦
覧
で
き
る
方

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
同
居
の
親

族
を
含
む
）
ま
た
は
代
理
の
方
（
委
任

状
が
必
要
）

◆
そ
の
他

　
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、印
鑑
、本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。法
人
に
つ
い
て
は
会
社
印
の
押
印

お
よ
び
法
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
縦
覧
期
間
中
に
限
り
納
税
義
務
者

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　 

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
い
ず
れ
か

２
．対
象
と
な
る
軽
自
動
車
等
を
運
転

す
る
方
の
免
許
証

３
．自
動
車
検
査
証
（
１
２
５
㏄
以
下

の
原
付
自
転
車
は
必
要
な
し
）

４
．減
免
を
申
請
す
る
方
の
印
鑑

◆
申
請
受
付
期
限

　
５
月
24
日
（火）
ま
で

◆
申
請
受
付
窓
口

　
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
総
務
市
民
課

　
　
税
務
課
　
民
税
係

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
４
）

日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
23
年
度
九
州
八
県
赤
十
字

大
会
有
功
章
受
章
者
募
集
し
ま
す

　
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
平

成
22
年
度
社
資
は
４
，６
７
８
，７
０
４

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
資
に
つ
い
て
は
国
内
外
の
災
害

被
災
者
に
対
す
る
救
護
活
動
や
健
康

で
安
全
な
生
活
を
お
く
る
た
め
の
各

種
講
座
の
実
施
な
ど
幅
広
い
事
業
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
赤
十
字
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
地
域
福
祉
課
　
地
域
福
祉
係

　
　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
１
２
）

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

農
業
・
農
村
が
持
つ
国
土
の
保
全
、水

源
の
か
ん
養
、良
好
な
景
観
形
成
等
の

多
面
的
機
能
を
守
る
た
め
に
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
。

　
多
面
的
機
能
の
維
持
に
は
、農
業
生

産
活
動
等
の
継
続
的
な
実
施
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
高
齢
化

や
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
た
め
に
、

担
い
手
や
後
継
者
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
中
山
間
地
域
等
に
対
し
て
、農
業

生
産
活
動
等
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
３

期
対
策
で
も
、引
き
続
き
多
面
的
機
能

の
維
持
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、集
落

協
定
に
よ
る
共
同
取
り
組
み
活
動
を

通
じ
て
、地
域
の
活
性
化
な
ど
に
大
き

な
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
新
規
で
の
取
り
組
み
を
希
望
さ
れ

る
集
落
等
に
つ
い
て
は
、一
定
の
要
件

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、取
り
組
み
に
必
要
な
認
定
申

請
等
の
提
出
期
限
は
６
月
30
日
（木）
と

シ
ル
バ
ー
作
品
展
の

作
品
募
集
に
つ
い
て

　
第
22
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
が
６
月
29
日
〜

７
月
３
日
に
、
大
分
市
の「
ア
ー
ト
プ

ラ
ザ
」ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。作
品
を
募
集

し
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
部
門
　
日
本
画
、洋
画
、写
真
、書
、

彫
刻
・
彫
塑
、
工
芸（
各
部
門
に
出
品

規
格
が
あ
り
ま
す
）。

◆
テ
ー
マ
　
特
に
定
め
な
い

◆
資
格
　
市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

上（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

◆
出
品
点
数
　
各
部
門
と
も
１
人
１
点

と
し
、出
品
者
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

◆
申
込
期
間
　
４
月
25
日
（月）
〜
５
月
25
日
（水）

◆
申
込
方
法
　
高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
市
民
課
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

各
自
で
作
品
の
梱
包
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
農
業
振
興
課
　
農
業
振
興
係

　
　
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
　

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
４
５
４
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動
補
助
に
つ
い
て

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業
を
実
施
し

て
い
る
市
内
の
団
体
に
対
し
て
、予
算

の
範
囲
内
で
１
団
体
あ
た
り
上
限
２

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
対
象
は
、種
子
、肥
料
代
な
ど

　
赤
十
字
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
赤
十

字
社
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、11
月

17
日
（木）
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
る「
九

州
八
県
赤
十
字
大
会
」で
有
功
章
を
受

賞
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
区
分

銀
色
有
功
章…

20
万
円
以
上
50
万
円

未
満
を
納
め
る
方

金
色
有
功
章…

50
万
円
以
上
を
納
め
る
方

※

作
品
は
６
月
21
日
ま
で
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
高
齢
者
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民
課

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
０
１
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

２
級
課
程
　
受
講
生
募
集

　
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
暮

ら
し
を
続
け
る
た
め
、介
護
力
の
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
事
業
は
、
地

域
の
介
護
力
の
ア
ッ
プ
を
民
間
事
業

所
と
と
も
に
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

◆
開
催
時
期
　

　
５
月
29
日
（日）
〜
７
月
24
日
（日）

　
毎
週
日
曜
日
の
10
時
〜
17
時

◆
申
込
期
間

　
４
月
１
日
（金）
〜
５
月
13
日
（金）

◆
募
集
人
員
　
30
名

◆
費
用

　
７
０
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
会
場

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
　
紫
雲
荘

◆
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
者
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
０
３
）

木
造
住
宅
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
、地
域
材（
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
等

の
国
産
材
）
を
使
用
し
た
木
造
の
住

宅
、
店
舗
等
の
新
築
・
増
改
築
に
、
２

５
，０
０
０
円
〜
４
０
０
，０
０
０
円
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
条
件

 

・
地
域
材
の
使
用
量
が
、木
材
使
用
量

の
５
割
以
上
で
あ
る
こ
と

 

・
地
域
材
の
使
用
量
が
、新
築
の
場
合

は
10
㎥
以
上
、増
改
築
の
場
合
は
１

㎥
以
上

 

・
木
工
事
の
着
手
が
４
／
１
以
降
で

あ
る
こ
と

　
詳
し
く
は
、受
付
窓
口
機
関
・
大
分

県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
０
９
７-

５
３
２-

７
１
５
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
や
申
し
立
て

に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、検
察
官
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　
　
大
分
市
荷
揚
町
７
番
15
号

　
　
大
分
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　（
大
分
地
方
裁
判
所
内
）

　
　
☎
０
９
７-

５
３
２-

７
１
６
１
　

看
護
系
大
学・看
護
専
門
学
校
へ
の

進
路
相
談
会

〜
看
護
へ
の
道・看
護
の
仕
事
紹
介
〜

　
中
・
高
校
生
を
対
象
に
看
護
の
仕

事
や
看
護
系
大
学
・
看
護
専
門
学
校

等
へ
の
進
路
相
談
会
で
す
。

　「
看
護
へ
の
道
」
に
つ
い
て
ご
存
知

で
す
か
。

　
直
接
、看
護
系
大
学
や
看
護
専
門
学

校
の
方
か
ら
学
校
情
報
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
日
時
　
５
月
８
日
（日） 

11
時
〜
12
時
30
分

◆
場
所
　
大
分
県
看
護
研
修
会
館

　
第
１
研
修
室

　
大
分
市
大
字
豊
饒
３
１
０
番
地
の
４

　
☎
０
９
７-

５
７
４-

７
１
３
６

◆
対
象
　
中
・
高
校
生
、一
般
の
方
々

◆
内
容
　（
１
）看
護
の
仕
事
紹
介（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
）を
行
い
、
そ
の
後
、
学
校
紹
介

（
各
10
分
）が
あ
り
ま
す

◆
後
援
　
大
分
県
教
育
委
員
会

　
大
分
県
看
護
協
会
内

　
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７-

５
７
４-

７
１
３
６

　
　
０
９
７-

５
７
４-

７
３
６
１

法
定
労
働
条
件
の
確
保
と

労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
て

平
成
23
年
度 

労
働
行
政
説
明
会

◆
開
催
日
時
　
４
月
26
日
（火）

　
　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

◆
会
場
　
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
小
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
　
無
料

◆
主
催
　
豊
後
大
野
市
労
働
基
準
監
督
署

　
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
２
２

平
成
23
年
度

「
お
お
い
た
学
び
の
輪
」

推
進
事
業
の
受
講
生
募
集

　
大
分
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
お
お
い
た
学
び
の
輪
」推

進
事
業
の
今
年
度
主
催
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
　
４
月
21
日
（木）

　
　
　
　
　
〜
５
月
31
日
（火）

提
供
す
る
講
座
と
そ
の
学
習
内
容

☆「
生
涯
学
習
支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」（
受
講
料
無
料
　
会
場
　
大
分

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）

☆「
現
代
学
講
座
」（
受
講
料
５
，
０
０

０
円
　
会
場
　
豊
後
高
田
市
、由
布

市
、豊
後
大
野
市
、玖
珠
町
）

☆「
ふ
る
さ
と
学
講
座
」（
受
講
料
５
，

０
０
０
円
　
会
場
　
大
分
県
立
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
）

※

ふ
る
さ
と
学
講
座
の
一
部
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
の
受

講
は
無
料
で
す
。

◆
主
催
講
座
開
講
期
間

　
平
成
23
年
７
月
〜
平
成
24
年
１
月

　
　
大
分
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　（
大
分
県
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
）

　
　
〒
８
７
４-

０
９
０
３

　
　
別
府
市
野
口
原
３
０
３
０-

１

　
　
☎
０
９
７
７-

２
２-

７
７
６
３

　
　
　
０
９
７
７-

２
６-

４
５
６
４

５
番
地
９

　
☎
０
９
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＜料理の省エネ＞
　４月から新生活を始め、料理をするようになった人も多いと思
います。今月は料理の際に実践できる省エネ行動を紹介します。

■お湯を上手に沸かしましょう
　お湯を早く沸かそうとして火力を全開にしても、鍋底からは
み出してしまった炎は無駄になってしまいます。底が大きく平
らなやかんや鍋を使うと効率的。鍋底の大きさに合った火加減
に調節しましょう。

■鍋にはふたをしましょう
　野菜を茹でたり、お湯を沸かすときには、ふたをする習慣をつけま
しょう。また、煮物などの料理をするときには落としぶたをすると、味
のしみ込みもよくなり、エネルギーの使用量を減らすことができます。

■水滴を拭いてコンロにかけましょう
　やかんや鍋の底についた水滴は、拭き取ってからコンロにか
けるようにしましょう。濡れたまま火にかけると、その水分を
蒸発させるのにエネルギーを使ってしまいます。拭き取ってか
ら火にかけると熱効率がアップします。

参考／東京ガスHPより

地球温暖化防止に努めましょう！地球温暖化防止に努めましょう！（家庭でできる取り組み●）（家庭でできる取り組み○）33

身近なことからCO２削減。マイバッグを利用しましょう！ ◆問い合わせ先／環境衛生課　環境対策係　☎0974-22-1001（内線2344）

平成23年度行政相談日程表平成23年度行政相談日程表

◆問い合わせ先／
　大分行政評価事務所 行政相談課　☎097-532-3715

●行政相談委員
会場名 相談日 時　間 場　所

市中央公民館
緒方すこやかセンター
千歳公民館
朝地支所
市隣保館（解放会館）
犬飼支所

三　重
緒　方
千　歳
朝　地
大　野
犬　飼

４月  5日（火）
４月  5日（火）
４月  7日（木）
４月11日（月）
４月20日（水）
４月20日（水）

９時～12時
９時～11時
９時～12時
９時～12時
９時～12時
９時～12時

◆診療日・受付時間

◆問い合わせ先／
　社会医療法人　関愛会　清川診療所　☎0974-35-3561
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　私たちの生活を見直し、少しでも温室効果ガス（CO2）の排出を減らすために、家庭でできる取り組みを紹介します。温暖化
防止のためにできることから始めてみましょう。

　清川診療所は平成23年4月1日で「社会医療法人　関愛会」に
譲渡しました。4月1日以降の診療体制は以下のとおりです。

清川診療所からのお知らせ清川診療所からのお知らせ

◆問い合わせ先／豊後大野市民病院　☎0974-42-3121

　豊後大野市民病院では、4月より大分大学医学部附属地域
医療学センターと共同し、将来地域医療に従事する学生の実
習を行う「地域医療研修センター」を、市民病院を実習場所
として開始します。
　診療に支障のないように、学生を指導してまいりますので、
市民皆さまのご理解とご協力をお願いします。

「豊後大野市民病院地域医療
研修センター」がはじまります
「豊後大野市民病院地域医療
研修センター」がはじまります

◆問い合わせ先／
　豊後大野市民病院　☎0974-42-3121
　豊後大野市民病院三重診療所　☎0974-22-2064

　豊後大野市民病院三重診療所では、  4月１日より、小児
科、整形外科を休診します。三重診療所をご利用の患者さ
まには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
　なお、内科につきましてはこれまでどおり（月曜日～金曜
日、8時30分～17時）診療します。

豊後大野市民病院三重診療所の
一部診療科（小児科、整形外科）の休診について

豊後大野市民病院三重診療所の
一部診療科（小児科、整形外科）の休診について

病のあれこれーその症状は？② ― 気になる小児の感染症 ―

　３月に入って、ようやくインフルエンザが下火になっ
てきました。しかし大分県の感染症サーベランスを見
ますと、県全体ではまだまだ流行している地域がある
ようです。その中で、本市や竹田市内で、伝染性紅斑
が少なからず目につくようになってきました。昨年後
半にも小規模の流行がみられたのですが、最近また見
かけるようになりました。
　伝染性紅斑については、皆さんご存じと思いますが、
まるでりんごのように両頬が赤くなるのと同時に、手や
足にも網目やレース模様の発疹が出現する病気です。熱

も高くはありません。そして発疹がでた時期には、すで
に病気は治癒しており、感染力もほとんどありません。
　これはヒトパルボウイルスB19の感染によるもので、
主に小児に感染しますが、まれに成人にも感染します。
このウイルスは赤血球の表面の一部に感染するため、溶
血性貧血の患者さんは重症化することがあります。
　また妊娠初期の妊婦さんには胎児に影響することもあ
りますので注意が必要です。心配な方は、かかりつけの
産婦人科の先生によく相談をしましょう。普段からきち
んと妊婦健診を受けることも大切なことです。

豊後大野市民病院　副院長　拜郷　敦彦

診察受付時間（診察時間）
午前　 8時30分～12時
　　 　（9時～12時30分)

午後　13時30分～17時
　　 　（13時30分～17時30分）

月 火 水 木 金

× × ○ ○ ○

○ ○
訪問
診療

訪問
診療

× ○ ○



　

公営住宅等の入居者を下記の要領で募集します。

問い合わせ先 建設課　住宅係　☎0974-22-1001（内線2351～3）

求人情報 ハローワーク豊後大野 平成23年３月16日現在

問い合わせ先 ハローワーク豊後大野 ☎0974-22-8609

①ルート配送員（豊後大野市）16万円～18万円　②歯科受付・歯科助手（豊後大野市）14万円　③インターネット販売事
務員（豊後大野市）11万円～17万円　④経理事務員（豊後大野市）12万円　⑤重機オペレータ（豊後大野市）17万円～26万円
⑥介護職員（豊後大野市）14万円～15万円　⑦一般作業員（豊後大野市）15万円～17万円　⑧自動車部品配達員（豊後大野
市）12万円　⑨大型運転手（豊後大野市）11万円　⑩販売員（パート・豊後大野市）650円　⑪販売スタッフ（パート・豊後大
野市）850円～1,050円　⑫雑務員（パート・豊後大野市）750円～850円　⑬配送業務員（パート・豊後大野市）700円　⑭選
別作業員（パート・豊後大野市）700円～800円　⑮アミューズメントスタッフ（パート・豊後大野市）750円

■募集期間
　４月４日（月）～４月11日（月）　８時30分～17時まで
　※土・日曜日、祝・祭日を除く。

■公開抽選および入居説明会
　○日時　４月13日（水）　13時30分～
　○場所　豊後大野市役所  本庁３階  正庁ホール
　※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■申込区分
Ａ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間所得合計金
額が189万6千円以下であること（世帯の状況に応じて異なります）
Ｂ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間所得合計金
額が189万6千円を超え、584万4千円以下であること（世帯の状況に
応じて異なります）
Ｃ　現に同居し、または同居しようとする親族があること（ただし、豊
後大野市営住宅条例第6条に規定する入居者が60歳以上又は障がい
のある方でその程度が国土交通省令で定める程度の方などは単身入
居可能）
　…詳細についてはお問い合わせください。
Ｄ　現に同居し、または同居しようとする親族があること。
Ｅ　豊後大野市営住宅条例施行規則第４条第１項に規定する60歳以上
の方もしくは、第２項に規定する身障者の方がいること。
　…詳細についてはお問い合わせください。

■申込方法
　本庁建設課または各支所産業建設課に備えている申込用紙に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
　また、応募規定によりお断りする場合もございますので、あらか
じめご了承ください。
※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当課にお
問い合わせください。

■申込資格
ア　現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がないこと）
イ　県税、市税等の滞納のないこと。
ウ　入居者または、同居しようとする親族が、暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第 2条第 6号に規定
する暴力団員でないこと（申込み時に誓約書の提出）

■入居要件
　入居時に敷金（入居時家賃額の3カ月分）の納付及び連帯保証人（原
則として市内在住者）が２名必要です。

■市営住宅（低所得者層向け）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ａ・Ｃ

Ａ

Ａ・Ｄ

川 北 第 二 住 宅
市 原 住 宅

向 田 住 宅

久 原 住 宅
上 津 尾 住 宅
柳 井 田 住 宅
緒 方 駅 前 住 宅

S56
S50
S60

S60・S63
H18
S53
H3
H3

１戸
１戸
１戸
２戸
１戸
１戸
１戸
１戸

4K
2DK
3K
3DK
2DK
3DK
3DK
3K

14,500～21,600
11,500～17,100
15,800～23,500
15,800～24,600
23,600～35,100
12,700～18,900
15,400～22,900
18,400～27,500

■市営特定公共賃貸住宅（中堅所得者層向け）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ｂ・Ｄ緒方町そよかぜ田園住宅 H17～19 ３戸 3LDK 48,000

■まちづくり促進住宅（中堅所得者層向け）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ｂ・Ｄ緒方町フォレストおがた H9 １戸 2LDK 39,000
※ 駐車場使用料金・浄化槽使用料金が別途かかる住宅があります。

■市営住宅（身障者等優先枠）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ａ・Ｅ犬飼町久 原 住 宅 H17
１戸
１戸

2DK
3DK

19,000～28,300
23,400～34,800

三重町

犬飼町

大野町

清川町
緒方町
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シルバー人材センター《受講者募集》シルバー人材センター《受講者募集》
《剪定・園芸講習》／《剪定技能講習》
実施場所　県立農業大学校・県立三重総合高校他
実施期間　5月～12月※剪定・技能講習は6月～12月
対 象 者　３０名（多数の場合は抽選）
◆年齢は平成23年5月現在、55歳以上60歳代の方
◆講習終了後、剪定・園芸業務に就職・就業が可能な方
◆講習開始前に、１カ月以上の入院歴がないこと
◆ハローワーク豊後大野へ求職登録をしている方
受講料　無料　　募集期間　４月１１日（月）～４月２６日（火）まで
※講習会に持参する物は別途ご案内します。

申し込み先 （社）豊肥地域シルバー人材センター
豊後大野支所　☎0974-22-7876　　0974-24-1085
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 市民の皆さんが行う活動の参加者・会員
の募集、またイベントの周知など、いろいろな
情報を掲載します（営利目的のものなどは掲
載できません）。皆さんからの情報をお待ち
しています（紙面の都合で掲載できないこと
もありますので、ご了承ください）。
問〒879ｰ7198
 豊後大野市三重町市場 1200 番地
 豊後大野市役所  総務課　秘書広報係
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　NPO法人青い鳥は障がい者
の生活を支援する施設です。
　私たちは、学習のお手伝い
をしてくれる方や、習字や絵
画の先生や仲間を必要とし
ています。ついては、下記の
とおり説明会を行いますの
で、ぜひご参加ください。

◆説明会日時
　４月14日（木）　13時～
　市中央公民館
　４月17日（日）　10時～
　青い鳥
　（大原総合体育館近く）
◆問い合せ先　NPO法人青い鳥
　三重町百枝1086-7
　☎0974-22-6780

NPO法人青い鳥
ボランティア募集

　豊後大野市では、豊後大野市長湯憩いの家の運営事業者
を次のとおり募集します。
◆名称および所在地
　名　称：豊後大野市長湯憩いの家
　所在地：竹田市直入町大字長湯 3050番地２
◆募集要項の配布
　①期　　日　４月11日（月）まで
　　　　　　　（土・日・祝日は除く。８時30分～17時）
　②配布場所　高齢者福祉課 高齢者福祉係
◆申請方法等
　①受付期間　４月11日（月）～４月25日（月）
　　　　　　　 （土・日・祝日は除く。８時30分～17時）
　②提出場所　高齢者福祉課　高齢者福祉係
◆募集要件
　①大分県内に事業所等を有する団体であること。
　　（法人格は必要ありませんが、個人では応募できません）。
◆問い合わせ先
　高齢者福祉課　高齢者福祉係　☎0974-22-1001（内線2102） 

豊後大野市長湯憩の家
運営事業者募集
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●
佐
　
光
夫（
69・久
知
良
一
区
）

●
矢
島
ゆ
き
ゑ（
85・紫
雲
荘
）

【
清
川
】

●
河
野
　
金
敏（
78・三
玉
）

●
三
代
キ
ミ
子（
94・清
川
天
神
）

●
佐
藤
　
友
治（
50・砂
田
）

【
緒
方
】

●
衞
藤
　
　
清（
80・小
原
）

●
堀
口
ツ
ル
子（
87・木
野
）

●
合
澤
　
政
義（
85・小
宛
）

●
後
藤
　
哲
士（
85・軸
丸
南
）

●
三
宮
ミ
ツ
ヱ（
98・上
自
在
）

●
首
　
秀
治（
79・下
自
在
）

●
加
藤
　
英
和（
86・井
上
）

●
衞
　
長
子（
84・緒
方
天
神
）

●
安
　
武
士（
92・緒
方
平
石
）

●
古
田
　
ヒ
サ（
99・任
運
荘
）

【
朝
地
】

●
相
羽
ハ
ル
ヱ（
88・朝
地
）

●
阿
部
フ
サ
ヨ（
77・朝
地
町
町
）

【
大
野
】

●
工
藤
　
キ
カ（
103・佐
代
）

●
本
田
　
義
香（
92・藤
北
）

●
寺
次
　
清
秀（
82・宮
迫
）

●
工
藤
　
成
元（
89・屋
原
）

【
千
歳
】

●
阿
南
サ
カ
ヱ（
95・長
峰
）

●
惠
良
ヨ
シ
子（
87・大
迫
）

【
犬
飼
】

●
阿
南
　
正
子（
98・栗
ヶ
畑
）

●
村
上
　
孝
人（
92・上
重
）

●
染
矢
　
政
見（
70・上
山
奥
）

●
佐
藤
　
美
登（
84・高
松
）

●
髙
橋
　
睦
子（
64・高
松
）

●
岡
本
カ
ス
ヱ（
92・戸
上
）

●
工
藤
　
利
夫（
91・久
原
上
）

●
姫
野
ヒ
デ
子（
65・久
原
住
宅
）

●
後
藤
　
忠
男（
82・久
原
下
）
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　市内外から陶芸教室に通う生徒たちの作
品展です。
　今年は大皿、コーヒーカップなどを中心
に個性あふれる作品群を展示します。
　ぜひ、ご覧ください！

◆期　間　4月3日（日）～10日（日）
◆時　間　9時30分～17時
◆場　所　俚楽の郷（緒方町）
◆入場料　無料
◆問い合わせ先　☎0974-42-4822

俚楽の郷 「陶芸展」☆楽しい余暇（時間）を見つけてみませんか？
　市隣保館では、生涯学習を通じた“心のふれあい”を目的として「ふれあい教室」を開
催しています。どなたでも参加できますので、お気軽にお申し込みください。

市隣保館「ふれあい教室」生徒募集

◆申し込み・問い合わせ先
　市隣保館（解放会館）　豊後大野市大野町田中74-1　☎0974-34-3603（直通）

★料理教室
　 開催日時　毎月第２火曜日
　 　　　　　９時30分～13時
　 定　　員　25名（受付順）
　 年 会 費　2,500円

★絵手紙教室
　 開催日時　毎月第２水曜日
　　　　　　 19時～21時
　 定　　員　30名（受付順）
　　　　　　 ※道具持参

★書道教室
　 開催日時　毎月第３水曜日
　　　　　　 19時～21時
　 定　　員　30名（受付順）
　　　　　　 ※道具持参

★手芸教室
　 開催日時　毎月第４金曜日
　　　　　　 19時～21時
　 定　　員　30名（受付順）
　 年 会 費　1,000円

各教室とも５月から、年10回の開催です。

4月  April
1 金
2 土 チューリップフェスタ 2011（～17日（日）　原尻の滝周辺）
3 日
4 月
5 火 行政相談（9時～12時　市中央公民館、9時～11時　緒方すこやかセンター）
6 水
7 木 行政相談（9時～ 12時　千歳公民館）
8 金
9 土
10 日
11 月 行政相談（  9時～12時　朝地支所）
12 火 年金相談（10時～15時　市隣保館（解放会館））　　
13 水 家事・民事出張相談（9時30分～15時30分　市中央公民館）
14 木 年金相談（10時～15時　市商工会（旧三重町商工会））
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火
20 水 行政相談（9時～12時　市隣保館（解放会館）、犬飼支所）年金相談（10時～15時　竹田市総合社会福祉センター）
21 木 不動産に関する相談（9時～12時　市中央公民館）
22 金
23 土
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土

※行事については3月23日現在で決定されているものを掲載しています。

道路全面通行止め期間延長のお知らせ
　県道百枝浅瀬野津線（県道636号）の道路拡幅改良工
事の工期延長に伴い、次のとおり全面通行止めの期間が
延長されます。清掃センターにごみを搬入される方は引
き続きご注意ください。
●日　程　５月15日（日）まで期間を延長（終日）
●場　所　県道百枝浅瀬野津線　（県道636号線）
　　　　　三重町上田原から清掃センターまでの間
●迂回路　三重町浅瀬（宇対瀬）側から清掃センターに
　　　　　進入できます。
　詳細については、
　大分県豊後大野土木事務所　☎ 0974-22-1056
　豊後大野市清掃センター　　☎ 0974-22-4733
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豊後大野市  市民憲章《本文》
一、豊かな自然を守り、美しいまち
をつくります

一、健やかな心とからだを育て、明
るいまちをつくります

一、芸術を愛し教養を高め、文化の
香るまちをつくります

一、働くことに喜びを持ち、活力の
あるまちをつくります

一、思いやりの心を大切に、温かい
まちをつくります

き
ご
う
の
ち
ま

平成23年２月28日現在( )内は前月比

☆ 市内や市出身者の方々の紹介や、思いなどを掲載しています。自薦他薦は問いません。
400字程度の原稿とご自身の写真を添えて秘書広報係まで送ってください。

ありがとう　象さん

宮﨑ノリ子さん （旧姓　赤嶺）（60歳）
　「20年経たる母校の石象の記憶に有るより遙かに小さき」。三重東小学校を
卒業してから20年後の32才の時、私の子どもに「お母さん達が作った象さん
だよ」と見せたくて訪問した時の思い。
　昭和38年６年生２クラス総勢93人、放課後、力を合わせて作った小学校卒
業記念の大きなセメントの象。  ＮＨＫや「広報みえ」でも紹介された私達が
作った象。  平成４年に中庭に移動し左官職人の同級生が手直しし、白く輝く
「白象」として一際、目を引く象となった。私達卒業生は「白象の会」と名
付けた交流会を今でも続けている。私が初参加したのは、平成13年、10年も
前の50才の時。象の前に集合し記念撮影。象の方が、私よりうんと大きくて、
見守られている気さえした。足元には、在校生からのメッセージが置かれて
いた。10年過ぎた今でも、その幸せな暖かな気持ちは忘れていない。
　「途中にて、昨日した話と気付けども夫聞きくれており小春日の中」還暦で
す。  人生の一つの節目そして第
２ステージのスタートの年。 
「還暦白象の会」が故郷三重町
で開かれる。幹事さんお世話に
なります。神楽会館にも行って
みたいです。

プロフィール
　10年前に住宅ローンも終わり、2人の子どもも結婚、独立。やっと同級
会に顔を出すゆとりも出てきました。実家を守り続けている妹夫婦に感謝。
いつでも帰れる故郷があることは、本当にありがたいことと思っています。

納税等のご案内

  納 期 限 ５月  2日（月）
  口座振替 ４月25日（月）

【問い合わせ先】
 豊肥保健所 TEL0974-22-0162

猫の引取日
6日（水）、20日（水）14時～15時

無料相談のご案内
■消費者苦情相談
　毎週月～金曜日　９時～17時
  豊後大野市商工観光課または
各支所産業建設課 

■家事・民事出張相談
 ●家事調停等 13日（水）
  時間：９時30分～15時30分
  場所：市中央公民館
【問い合わせ先】
大分地方裁判所竹田支部
☎ 0974-63-2040
■不動産に関する相談
　日時：21日（木）９時～12時
 場所：市中央公民館
　※電話相談できます
【問い合わせ先】 総務課　総務係
 ☎ 0974-22-1001(内線2022）

月

野犬の捕獲日

【問い合わせ先】
 豊肥保健所 TEL0974-22-0162

  4日（月）緒方・清川・三重
  6日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
11日（月）緒方・清川・三重
13日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
18日（月）緒方・清川・三重
20日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
25日（月）緒方・清川・三重

固定資産税、保育料、認定こども園利
用料、給食費、住宅等使用料、水道料
金、農業集落排水施設使用料、下水道
使用料、浄化槽使用料、ケーブルテレ
ビ利用料、養護老人ホーム入所負担
金、やすらぎ団地土地使用料、市営駐
車場使用料、市有地貸付料

※ 当番病院については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診され
る医療機関に電話等でお確かめください。
※ 土曜日については、他の医療機関でも小児科診療を行っているところがあります。あらかじ
め医療機関に電話等でお確かめください。
※ 当番表は豊肥保健所ホームページ（http://www.pref.oita.jp/12086）にも掲載しています。

受付時間 8時30分～11時30分 診療時間 9時～12時

歯科休日当番医院
当番日 医療機関名 電話番号

4月  3日（日）
10日（日）
17日（日）
24日（日）
29日（金）

5月  1日（日）
3日（火）

岡 本 病 院 歯 科
久 保 歯 科 医 院
熊 瀬 歯 科 医 院
ごとう歯科口腔外科クリニック
杉 山 歯 科 医 院
杉 山 歯 科 医 院
高 倉 歯 科 医 院

（三重町）
（大野町）
（三重町）
（三重町）
（野津町）
（犬飼町）
（緒方町）

0974-22-0018
0974-34-2577
0974-22-0327
0974-22-1118
0974-32-2167
097-578-0101
0974-42-3622
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●人　口　40,514人　（－56人）
●　男　　18,831人　（－25人）
●　女　　21,683人　（－31人）
●世帯数　16,427世帯（－16世帯）

愛知県愛西市

4
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豊肥地域の日曜日･祝日の小児科医師外来当番

▲

輝かしい21世紀のスタートの年の
　正月、白い象の前に集いました。

豊 後 大 野 市 民 病 院

み や わ き 小 児 科

豊 後 大 野 市 民 病 院

当番日 医療機関名 電話番号

0974-42-3121

0974-24-0230

0974-42-3121

4月  3日（日）
10日（日）
17日（日）
24日（日）
29日（金）

５月  1日（日）
3日（火）
4日（水）
5日（木）

（緒方町）

（三重町）

（緒方町）


